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入学式まであと少し

夕張川にサケを帰そう
第 17 回統一地方選挙
町政執行方針＆教育行政執行方針
災害対策本部からのお知らせ



　

私
た
ち
の
川
、
夕
張
川
に
は
70
年
前

に
は
サ
ケ
が
間
違
い
な
く
遡そ
じ
ょ
う上
し
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
魅
力
あ
る
川
に
も
う

一
度
生
ま
れ
変
わ
っ
て
ほ
し
く
て
、
4

年
前
か
ら
㈳
栗
山
青
年
会
議
所
、
夕
張

川
な
ん
で
も
探
検
隊
、
栗
山
町
ハ
サ
ン

ベ
ツ
里
山
計
画
実
行
委
員
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
く
り
や
ま
が
協
働
で
サ
ケ
の
放
流

事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
い
よ
い
よ
遡
上
が
期

待
さ
れ
る
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
サ
ケ

が
、
雨
煙
別
川
な
ど
の
夕
張
川
支
流
に

あ
る
産
卵
に
適
し
た
場
所
で
卵
を
産
む

こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
放
流
事
業

を
続
け
て
い
く
こ
と
と
、
川
を
良
く
し

て
い
く
こ
と
で
、
魅
力
の
あ
る
「
ふ
る

さ
と
夕
張
川
」
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　　

【参 加 料】無料
【申込期限】４月 4 日㈪ ※当日も申し込み可
【申込方法】
㈳栗山青年会議所事務局 川合（☎・Fax 73 － 2345）に電
話か Fax で申し込み。※氏名、学年、学校名、連絡先をお
知らせください。

【問い合わせ】　
 ㈳栗山青年会議所（山形☎０９０－7728 － 5020）

【主 催】　㈳栗山青年会議所、ハサンベツ里山計画実行委員会     
　 夕張川なんでも探検隊

【共 催】　NPO 法人くりやま

スケジュール

 ９：30 ～　集合
10：00 ～　勉強会
11：00 ～　稚魚の放流
12：00    　解散

1 歳
6～ 10 月

1 歳
冬季

春～秋季
2～ 4 歳

冬季
2～ 3歳

オホーツク海 アラスカ湾

ベーリング海

　

昨
年
の
秋
、『
栗
沢
頭
首
工
』
下
流

で
サ
ケ
数
匹
が
調
査
に
よ
り
捕
獲
さ
れ
、

夕
張
川
ま
で
帰
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
サ
ケ
は
、
以
前
、

南
幌
町
で
夕
張
川
に
放
流
し
た
サ
ケ
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
魚
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
い
く
ら
生
命
力
の
強
い
サ
ケ

で
あ
っ
て
も
高
い
段
差
を
越
え
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
栗
沢
頭
首
工

は
、
夕
張
川
河
川
整
備
30
年
計
画
に
基

づ
い
て
、
い
ず
れ
は
魚
道
が
作
ら
れ
る

予
定
で
す
。
し
か
し
、
今
年
の
秋
に
は
、

4
年
前
に
放
流
し
た
サ
ケ
が
元
気
よ
く

帰
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
栗
沢
頭
首
工

ま
で
帰
っ
て
き
た
サ
ケ
を
ど
う
に
か
し

て
、
雨
煙
別
川
ま
で
帰
ら
せ
て
あ
げ
ら

れ
な
い
か
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
を
立

て
た
り
、
魚
道
整
備
を
早
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
な
ど
、
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
て
い
ま
す
。

栗
山
を
旅
立
っ
た
サ
ケ
の
行
方

『栗沢頭首工』まで帰ってきたサケ

サケの遡上を妨げる栗沢頭
とうしゅこう

首工

★
★

放流地点

★

放流地点★

長沼頭
とうしゅこう

首工

９
今年で 4 年目の放流になります。皆さんのご協力により秋に
は、4 年前に放流したサケが帰ってきます。皆さんの手で夕
張川をサケが自然産卵できる川に戻しましょう。

サ
ケ
が
帰
る
ふ
る
さ
と
の
川

　

放
流
し
た
サ
ケ
に
と
っ
て
の
ふ
る
さ

と
は
も
ち
ろ
ん
栗
山
で
す
。
ふ
る
さ
と

に
帰
っ
て
き
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
一

刻
も
早
く
魚
道
整
備
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

　

栗
山
で
放
流
し
た
サ
ケ
の
正
式
名
は

シ
ロ
ザ
ケ
と
い
い
ま
す
。
シ
ロ
ザ
ケ
は
、

秋
に
親
魚
が
産
卵
し
た
卵
が
、
湧
水
の
あ

る
砂
利
の
な
か
で
孵ふ

か化
し
、
自
ら
の
卵ら

ん
の
う嚢

に
よ
り
生
育
し
ま
す
。
そ
し
て
、
春
に
雪

解
け
増
水
し
た
河
川
に
浮
上
し
、
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
や
小
さ
な
水
生
昆
虫
を
食
べ
な

が
ら
、
５
㎝
ほ
ど
の
幼
稚
魚
に
な
る
と
一

気
に
海
に
下
り
ま
す
。

　

海
に
着
く
と
沿
岸
で
1
～
3
カ
月

過
ご
し
、
遊
泳
力
と
摂
食
能
力
を
高
め

て
沖
合
へ
移
動
し
、
夏
に
は
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
に
入
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
秋
に

は
千
島
列
島
を
通
り
抜
け
、
北
太
平
洋

西
部
へ
回
遊
し
、
越
冬
し
ま
す
。
2
年

目
の
春
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
へ
移
動
し
、

餌
を
と
り
、
秋
ま
で
に
著
し
く
成
長
し

ま
す
。
そ
の
後
の
晩
秋
か
ら
冬
季
に
は

ア
ラ
ス
カ
湾
へ
南
下
し
て
越
冬
し
ま
す
。

　

４
年
目
に
は
、
成
熟
し
た
シ
ロ
ザ
ケ

が
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
か
ら
カ
ム
チ
ャ
ッ

カ
半
島
、
千
島
列
島
沿
い
に
南
下
し
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
日
本
海
を
経
て
、
石

狩
川
・
夕
張
川
に
回
帰
し
ま
す
。

本
当
に
サ
ケ
は
帰
っ
て
こ
れ
る
の
か

なぜ、サケは、母川回帰出来るのか？以下のことが分かっています。
①サケは基本的に視覚と嗅覚により方向定位をして航海する。
②沖合では視覚により方向を定め、母川近くの沿岸まで回帰する。
③最終的には嗅覚により、母川あるいは産卵場を探索する。
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■
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
、
旅
行
な
ど
で
投
票
が
で

き
な
い
方
は
、
投
票
日
前
で
も
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
期
日
前
投
票
期
間

▼
知
事
選
挙

　

3
月
25
日
㈮
～
4
月
9
日
㈯

▼
道
議
会
議
員
選
挙

　

4
月
2
日
㈯
～
9
日
㈯

▼
町
議
会
議
員
選
挙

　

4
月
20
日
㈬
～
23
日
㈯

○
時
間
・
場
所

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
室

　
（
役
場
旧
庁
舎
1
階
）

所在地：中央 3 丁目 310 番地
投票区域：松風 3・4 丁目、中央 3・4 丁目、富士

第１投票所（スポーツセンター）

駅前通

中
央
通

ラッキー
郵便局

役場（選挙管理委員会）
勤労者福祉センター

第 4 投票所（雨煙別公民館）

駅前通

所在地：雨煙別 723 番地
投票区域：湯地（一部）、森、鳩山、雨煙別、北学田

第３投票所（カルチャープラザ「Eki」）

角田神社

所在地：中央 2 丁目 1 番地
投票区域：松風 2 丁目、中央 1 ～ 3 丁目（一部）、
　　　　　   錦 1 ～ 4 丁目、桜丘 1 ～ 3 丁目

第 2 投票所（　　　　「しゃるる」）

JR
栗
山
駅

角田小学校

第 7 投票所（円山地域文化センター）
所在地：円山 139 番地 1
投票区域：南角田、円山、滝下

第 6 投票所（南部公民館）
所在地：継立 176 番地 8
投票区域：桜山、杵臼（一部）、南学田、継立、
　　　　      日出、御園

第 5 投票所（農村環境改善センター）
所在地：角田 157 番地 1
投票区域：杵臼、旭台、共和、三日月、角田、
　　　　　   阿野呂、大井分

総合福祉
センター

南大通

南通

マックス
　　バリュ

国道
234 号線

スーパー寿

所在地：朝日 4 丁目 9 番地 36
投票区域：朝日 2 ～ 4 丁目、中里、湯地、共和（一部）

P

駅前交番
栗夢プラザ

証継寺

雨煙別小学校
コカ・コーラ環境ハウス

３

国
道

234
号

線

角田郵便局 開拓記念館

道道札幌夕張線

継立郵便局

継立中学校

継立神社

道道札幌夕張線

円山神社

道
道
滝
下
由
仁
停
車
場
線

道
道
三
笠
栗
山
線

決められた投票所へ！

町内には７カ所の投票所があります。

入場券（ハガキ）にあなたの投票所

が記載されていますので、お間違え

のないようにお願いします。

※決められた投票所でなければ投票

できません。

投票日は、午後 7 時まで！
■問い合わせ
　町選挙管理委員会事務局　☎� 1362

JA そらち南

■
知
事
・
道
議
選
挙

○
住
所
要
件

　

知
事
選
挙
は
、
3
月
23
日
（
基
準
日
）
現

在
、
道
議
会
議
員
選
挙
は
、
3
月
31
日
（
基

準
日
）
現
在
で
、
本
町
に
引
き
続
き
3
カ
月

以
上
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

▼
転
出
さ
れ
た
方

　

知
事
選
挙
は
昨
年
12
月
24
日
以
降
、
道
議

会
議
員
選
挙
は
今
年
1
月
1
日
以
降
に
道
内

の
他
市
町
村
に
転
入
届
（
1
回
に
限
る
）
を

提
出
さ
れ
た
方
は
、
投
票
日
当
日
に
栗
山
町

の
住
ん
で
い
た
住
所
の
投
票
所
、
ま
た
は
、

期
日
前
投
票
期
間
中
に
栗
山
町
の
選
挙
管
理

員
会
で
期
日
前
投
票
所
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
転
出
先
の
市
区
町
村
で
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、転
出
先
の
市
区
町
村
長
、

ま
た
は
、
そ
れ
以
外
の
市
区
町
村
長
が
発
行
す

る
「
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」

が
必
要
で
す
。

▼
転
入
さ
れ
た
方

　

知
事
選
挙
は
昨
年
12
月
24
日
以
降
、
道
議

会
議
員
選
挙
は
今
年
1
月
1
日
以
降
に
、
道

内
の
他
市
町
村
か
ら
栗
山
町
に
転
入
届
を
提

4
年
に
一
度
の
統
一
地
方
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
や
栗
山
町
の
方
向
を
決
め
る
重
要

な
選
挙
で
す
。
貴
重
な
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ん
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

4 月 10 日㈰ 投票日  午前 7 時から午後 7 時まで

　●北海道知事選挙／告示日 3 月 24 日㈭
　●北海道議会議員選挙／告示日 4 月 1 日㈮

4 月 24 日㈰ 投票日  午前 7 時から午後 7 時まで

　●栗山町議会議員選挙／告示日 4 月 19 日㈫

出
さ
れ
た
方
は
、
投
票
日
当
日
に
前
住
所
地

の
投
票
所
、
ま
た
は
、
期
日
前
投
票
期
間
中

に
前
住
所
地
の
期
日
前
投
票
所
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
栗
山
町
選
挙
管

理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
栗
山
町
長
、
ま
た
は
、

そ
れ
以
外
の
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る
「
引

き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
が
必

要
で
す
。

○
年
齢
要
件

　

平
成
3
年
4
月
11
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

（
平
成
23
年
4
月
10
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
）

■
町
議
選
挙

○
住
所
要
件

　

4
月
18
日
（
基
準
日
）
現
在
で
、
本
町
に
引

き
続
き
3
カ
月
以
上
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

　

本
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て

も
、
投
票
日
ま
で
に
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ

た
方
は
町
議
選
挙
の
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
年
齢
要
件

　

平
成
3
年
4
月
25
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

（
平
成
23
年
4
月
24
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
）
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6

町
政
執
行
方
針

　

１
点
目
は
、「
自
信
と
誇
り
」
を
育
む

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
疲
弊
が
進
む
中
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
、
何
よ
り
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
る
「
子
ど

も
・
子
育
て
心
の
相
談
室
の
開
設
」、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
守
る
「
エ
ゾ
シ

カ
農
業
被
害
緊
急
対
策
」、
地
域
資
源
を

活
か
し
た
「
栗
の
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
、「
栗
山
力
」
を
高
め
る
施
策
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
栗
山
の
持
続
的
発
展
を
目

指
す
と
と
も
に
、
先
人
が
幾
多
の
試
練

を
乗
り
越
え
築
き
上
げ
て
き
た
「
歴
史
・

文
化
・
伝
統
」
を
強
く
心
に
刻
み
、「
自

信
と
誇
り
」
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、「
責
任
と
自
覚
」
を
育
む

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

25
％
削
減
の
政
府
目
標
が
掲
げ
ら
れ
る

中
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
低
炭

素
型
社
会
の
実
現
と
、
豊
か
な
自
然
環

境
の
保
全
・
再
生
に
向
け
、
本
町
が
先

駆
的
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
を
は
じ
め
身
近
な

「
責
任
と
自
覚
」

「
自
信
と
誇
り
」

平成 23 年度

　

平
成
23
年
第
２
回
栗
山
町
議
会
定
例

会
の
開
会
に
当
た
り
、
町
政
執
行
に
臨

む
私
の
所
信
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
、
町
民
並
び
に
議
員
皆
さ
ん
の

力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、
歴
史
あ
る
栗

山
町
の
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

５
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

基
礎
づ
く
り
の
期
間
と
し
て
位
置
付

け
て
き
た
１
期
４
年
間
の
成
果
と
課
題

を
踏
ま
え
、
昨
年
よ
り
「
展
開
の
期
間
」

と
す
る
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
町
民
皆
さ
ん
に
お
約
束
し

た
「
５
つ
の
宣
言
」
と
「
10
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
を
実
現
す
る
た
め
、
我
が
ふ
る

さ
と
栗
山
が
持
つ
３
つ
の
力
、「
栗
山

力
」、「
共
生
力
」、「
町
民
力
」
を
最
大

限
に
活
か
し
た
〝
ま
ち
づ
く
り
〟
に
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
、国
内
経
済
は
、リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
後
の
経
済
危
機
を
克
服
し
、
緩
や
か

な
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
雇
用
に

つ
い
て
は
失
業
率
が
若
年
層
を
中
心
に

高
水
準
で
推
移
す
る
な
ど
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な

ど
社
会
構
造
の
激
し
い
変
化
、
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
通
信
の
高
度
化
、

さ
ら
に
は
地
球
規
模
で
の
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
に
直
面
す
る
な
ど
、
時
代

は
激
動
の
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
長
引
く
景

気
低
迷
の
影
響
を
受
け
、
町
内
の
経
済

情
勢
や
雇
用
環
境
は
悪
化
の
一
途
を
た

ど
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
に
お
い
て
も
、
こ
こ
数
年
の
天

候
不
順
や
猛
暑
の
影
響
を
受
け
、
大
き

な
被
害
が
出
る
な
ど
大
変
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
を
は
じ

め
身
近
な
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
や
、

地
域
住
民
の
絆
の
再
生
を
目
指
す
自
治

区
設
置
に
向
け
た
町
民
の
主
体
的
な
活

動
が
活
発
化
す
る
な
ど
、
自
ら
こ
の
難

局
を
乗
り
切
り
、
新
し
い
未
来
を
切
り

拓
こ
う
と
す
る
動
き
も
広
が
り
を
見
せ

て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
政
の
進
む
べ
き

方
向
性
を
定
め
た
「
第
５
次
総
合
計
画
」

の
前
期
３
年
間
が
本
年
３
月
を
も
っ
て

終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
度
か

ら
平
成
26
年
度
ま
で
４
年
間
の
後
期
実

施
計
画
を
、
多
く
の
町
民
参
加
の
も
と

策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

栗
山
の
地
に
芽
吹
き
始
め
た
さ
ま
ざ

ま
な
な
動
き
を
大
切
に
育
て
な
が
ら
、

一
つ
ひ
と
つ
の
施
策
を
志
高
く
積
極
果

敢
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
、
未
来
へ

の
展
望
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
、

引
き
続
き
「
次
代
に
誇
れ
る
栗
山
」
の

実
現
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
醸
成
の
時
を
経
て
、
飛

躍
の
時
と
な
る
本
年
度
の
町
政
執
行
に

当
た
り
「
３
つ
の
基
本
目
標
」
を
掲
げ
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次代に誇れる栗山の実現
「
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
活
動
」
や
町

内
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
「
ふ
る
さ

と
自
然
体
験
教
育
事
業
」、
さ
ら
に
本
年

４
月
よ
り
本
格
稼
働
す
る
、
ご
み
の
「
炭

化
処
理
施
設
」
に
よ
る
環
境
に
配
慮
し

た
取
り
組
み
な
ど
、「
共
生
力
」
を
高
め

る
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

ふ
る
さ
と
栗
山
の
未
来
に
対
す
る　
「
責

任
と
自
覚
」
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、「
信
頼
と
絆
」
を
育
む
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。

　

本
格
化
す
る
地
域
主
権
改
革
は
、
住

民
に
最
も
身
近
な
行
政
を
地
方
公
共
団

体
が
自
主
的
か
つ
総
合
的
に
担
い
、
地

域
住
民
が
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い

て
地
域
が
抱
え
る
諸
課
題
に
取
り
組
む

と
い
う
「
責
任
の
改
革
」
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

地
域
主
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
自

治
基
本
条
例
」
の
制
定
を
目
指
し
、
新

た
に
設
置
す
る
町
民
会
議
の
中
で
、
町

民
・
議
会
・
行
政
の
役
割
と
地
域
経
営

へ
の
町
民
参
加
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
、「
町
民
力
」
を
高
め
る
施
策

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ん
が
、
地
域
経
営
に
参
画

で
き
る
機
会
の
拡
充
と
対
話
に
よ
る
合

意
形
成
を
基
本
と
し
、「
信
頼
と
絆
」
を

育
む
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
信
頼
と
絆
」

7
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町
民
参
加
に
よ
る
自
然
環
境
の
保
全
・

再
生
お
よ
び
自
然
保
護
活
動
を
推
進
し
、

ふ
る
さ
と
栗
山
の
豊
か
な
自
然
環
境
や

地
域
の
産
業
を
活
か
し
た
環
境
教
育
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
か
な
自
然
を
後
世
へ
と
引

き
継
い
で
い
く
た
め
、
か
け
が
え
の
な

い
地
球
を
守
る
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
自
然
環
境

・
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境

ハ
ウ
ス
を
拠
点
と
し
た
、
環
境
教
育

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

・
町
民
参
加
に
よ
る
「
自
然
環
境
の
保

全
・
再
生
活
動
」
や
、
自
然
環
境
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
栗
山
ら
し
い
自
然
環
境
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
「
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
教
育
」
を
実

施
し
ま
す
。

・
ふ
る
さ
と
栗
山
の
自
然
教
育
施
設
を

体
系
づ
け
る
、
中
長
期
プ
ラ
ン
を
策

定
し
ま
す
。

◆
環
境
衛
生

・
ご
み
分
別
の
徹
底
と
再
資
源
化
率
の

向
上
に
よ
る
低
炭
素
型
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

・
炭
化
処
理
施
設
の
効
率
的
な
運
営
に

努
め
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
炭
化
処
理
施
設
稼
働
に
よ
る
、
ご
み

分
別
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

・
ご
み
収
集
車
１
台
を
更
新
し
ま
す
。

◆
環
境
保
全

・
地
球
温
暖
化
の
要
因
で
あ
る
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
の
抑
制
を
図
る
た
め
、

街
路
灯
や
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド
）
化
を
推
進
し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
街
路
灯
設
置
の
補
助
率
を
見
直
し
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
促
進
し
ま
す
。

◆
消
防
行
政

・
町
民
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
、

各
種
災
害
に
迅
速
・
的
確
に
対
応
で

き
る
体
制
を
維
持
し
ま
す
。

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
周
知
徹
底
を

は
じ
め
、
広
報
活
動
や
火
災
予
防
査

察
で
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
用
し
た
救
急
講
習
会
を
充
実
さ

せ
、
医
療
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

救
命
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
広
報
用
車
両
を
更
新
し
ま
す
。

・
消
防
団
員
の
作
業
衣
を
更
新
し
ま
す
。

◆
防
災

・
「
栗
山
町
地
域
防
災
計
画
及
び
水
防

計
画
」
に
基
づ
き
、
自
主
防
災
組
織

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
災
害
時
に
備
え
、
災
害
物
資
の
備
蓄

や
資
機
材
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
交
通
安
全
対
策

・
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
進
め
、
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
痛
ま
し

い
交
通
事
故
防
止
に
向
け
、
積
極
的

な
交
通
安
全
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

◆
防
犯
対
策

・
家
庭
や
地
域
、
学
校
、
防
犯
協
会
、

暴
力
追
放
運
動
推
進
協
議
会
な
ど
と

連
携
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動

を
展
開
し
ま
す
。

◆
墓
園

・
墓
園
の
造
成
を
行
い
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
1
1
1
区
画
の
墓
園
造
成
を
行
い
ま
す
。

◆
消
費
者
対
策

・
悪
質
商
法
に
よ
る
契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
、

欠
陥
商
品
被
害
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、

消
費
者
協
会
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
や
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
本
町
を
拠
点
と
し
た
近
隣
４
町
の
広

域
消
費
者
相
談
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

生
活
・
環
境

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど
社
会
構

造
の
激
し
い
変
化
や
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
様
々
な
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
自
ら
の
行
動
と
責
任
で
、
地
域
の

自
給
力
と
豊
か
さ
を
高
め
る
ま
ち
づ
く

り
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
積
極
的
に
地
域
経

営
に
参
画
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤

と
仕
組
み
の
構
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
住
民
自
治

・
地
域
住
民
の
絆
の
再
生
を
目
指
し
、

各
町
内
会
・
自
治
会
の
連
携
に
よ
る

自
治
区
設
置
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
活
動
を
支
援
す
る
な
ど
、
新

た
な
住
民
自
治
の
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
自
治
区
の
全
町
設
置
に
向
け
、
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
に
対
す
る
相
談

機
能
を
強
化
し
ま
す
。

◆
町
民
参
加
と
協
働

・
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
や
町
民
参

加
と
協
働
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
定
め

た「
自
治
基
本
条
例
」の
制
定
に
向
け
、

取
り
組
み
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
「
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定
に
向
け
、

町
民
会
議
を
設
置
し
ま
す
。

・
ま
ち
づ
く
り
１
０
０
人
委
員
会
の
取

り
組
み
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

◆
行
政
運
営

・
町
民
の
参
加
と
合
意
に
よ
る
高
い
透

明
性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
財

務
状
況
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
行
政

情
報
を
積
極
的
に
公
開
し
、
情
報
の

共
有
を
図
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
町
民
に
よ
る
「
外
部
評
価
制
度
」
を

本
格
実
施
し
ま
す
。

◆
行
財
政
改
革

・
し
っ
か
り
と
し
た
将
来
構
想
の
中
で

本
町
の
行
革
指
針
「
が
ん
ば
る
栗
山

プ
ラ
ン
21
」
を
着
実
に
推
進
し
確
固

た
る
財
政
基
盤
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

・
不
誠
実
な
滞
納
者
に
対
し
、
引
き
続

き
厳
正
な
対
策
を
講
ず
る
な
ど
滞
納

の
解
消
に
努
め
、
租
税
負
担
の
公
平

性
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
「
が
ん
ば
る
栗
山
プ
ラ
ン
21
」
を
着

実
に
推
進
し
ま
す
。

◆
広
報
広
聴
活
動

・「
広
報
く
り
や
ま
」や「
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
な
ど
に
よ
り
、
栗
山
の
魅
力
を

広
く
内
外
に
発
信
し
ま
す
。

・
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
開
催
し
、
町

民
皆
さ
ん
と
の
対
話
の
機
会
を
広
げ
、

町
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

町
民
・
地
域
・
行
政

み
ん
な
が
主
役
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
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平成 23 年度
町制執行方針

◆
役
場
組
織

・
質
の
高
い
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
職
員
が
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
で
き
る
組
織
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

◆
職
員
の
育
成

・
複
雑
・
多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
応
え
ら
れ
る
職
員
を
目
指
す

た
め
、
積
極
的
に
職
員
研
修
を
進
め

ま
す
。

◆
広
域
行
政
の
推
進

・
行
政
運
営
の
効
率
化
と
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
内
需
振
興
と
い
う
新
た

な
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
南
空
知

圏
域
お
よ
び
近
隣
市
町
と
の
広
域
連

携
に
向
け
た
議
論
を
進
め
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
近
隣
市
町
に
よ
る
広
域
連
携
に
向
け

た
協
議
を
進
め
ま
す
。



　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
展
す

る
中
、
持
続
可
能
な
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
構
築
し
、
す
べ

て
の
町
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、
健
康
で

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
あ

う
町
民
主
体
の
福
祉
活
動
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、「
ま
ち
の

宝
」
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成

長
を
、
地
域
全
体
で
守
り
育
て
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
予
防
医
療

・
町
民
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
を
図
る
た

め
、
が
ん
検
診
お
よ
び
特
定
健
診
を

総
合
的
に
実
施
し
、
受
診
率
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

・
子
ど
も
た
ち
の
各
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
の
全
額
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
が
ん
検
診
お
よ
び
特
定
健
診
を
総
合

的
に
実
施
し
ま
す
。

・
子
宮
頸
が
ん
、小
児
肺
炎
球
菌
、ヒ
ブ
、

水
ぼ
う
そ
う
お
よ
び
お
た
ふ
く
か
ぜ

を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

全
額
助
成
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

・
母
子
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

◆
地
域
医
療

・
町
民
の
疾
病
構
造
に
対
応
し
た
地
域

医
療
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
、
超
高

齢
社
会
を
見
据
え
た
保
健
・
医
療
・

福
祉
・
介
護
の
連
携
を
促
進
し
ま
す
。

・
救
急
医
療
は
、
将
来
的
に
持
続
可
能

な
体
制
づ
く
り
に
向
け
、
引
き
続
き

近
隣
市
町
と
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
連
携

に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
目
指
し
ま
す
。

◆
地
域
福
祉

・
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
各
関

係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

町
民
主
体
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
町
民
参
加
に
よ
る
地
域
福
祉
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
児
童
福
祉

・
「
栗
山
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
」
に
基
づ
き
、
保
育
環
境
の
整
備

や
質
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
不
安
定
な
思
春
期
に
あ
る
子
ど
も
、

子
育
て
へ
の
不
安
や
悩
み
を
抱
い
て

い
る
保
護
者
を
支
援
し
ま
す
。

・
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
高
度
な

不
妊
治
療
を
受
け
ら
れ
る
方
に
治
療

費
用
の
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
義
務
教
育
終
了
時
ま
で
の
医
療
費
助

成
を
継
続
し
ま
す
。

・
不
妊
治
療
費
用
の
一
部
助
成
を
継
続

し
ま
す
。

・
相
談
専
門
職
員
（
心
理
士
）
を
配
置

す
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
心
の
相
談
室
」

を
開
設
し
ま
す
。

・
出
産
を
祝
福
し
、
誕
生
祝
と
し
て
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉

・
高
齢
者
が
社
会
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

・
「
第
５
期
栗
山
町
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
、

高
齢
者
の
実
態
把
握
と
町
民
参
加
の

も
と
策
定
し
、
地
域
に
密
着
し
た
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
高
齢
者
の
社
会
参
加
・
生
き
が
い
づ

く
り
に
向
け
た
体
制
構
築
を
目
指
し

ま
す
。

◆
障
が
い
者
福
祉

・
障
が
い
者
が
自
立
し
た
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に

向
け
、
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

・
「
第
３
次
栗
山
町
障
が
い
者
福
祉
計

画
・
障
が
い
福
祉
計
画
」
を
、
関
係

機
関
・
団
体
と
協
議
の
う
え
策
定
し
、

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
知
的
障
が
い
者
職
親
委
託
制
度
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

医
療
・
保
健
・
福
祉

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
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幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て
の

町
民
が
豊
か
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環

境
の
充
実
を
目
指
し
、
み
ん
な
で
支
え

る
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
を
、
地
域
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　

◆
学
校
教
育

・
「
栗
っ
子
が
輝
く
学
校
教
育
」
を
主

題
と
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
、

人
生
に
お
け
る
多
様
な
課
題
に
立
ち

向
か
う
た
め
の
土
台
づ
く
り
を
目
指

し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
総
ぐ
る
み

に
よ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

・
子
ど
も
た
ち
の
自
ら
学
ぶ
意
欲
と
学

力
の
向
上
、
豊
か
な
心
と
す
こ
や
か

な
か
ら
だ
の
育
成
、
き
め
細
や
か
な

指
導
体
制
の
充
実
、
そ
し
て
教
育
環

境
の
充
実
に
よ
り
、
栗
山
ら
し
い
学

校
教
育
を
進
め
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
中
学
校
の
机
と
椅
子
を
更
新
し
ま
す
。

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
の
２

人
配
置
を
継
続
し
、
小
学
校
の
英
語

活
動
も
充
実
し
ま
す
。

・
特
別
支
援
教
育
支
援
員
お
よ
び
支
援

補
助
員
の
複
数
配
置
を
継
続
し
ま
す
。

・
栗
山
の
自
然
環
境
を
活
か
し
た
宿
泊

体
験
学
習
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

・
小
学
校
で
の
フ
ッ
化
物
洗
口
を
開
始

し
ま
す
。

◆
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

・
定
員
確
保
に
向
け
本
校
の
特
色
を
前

面
に
出
し
た
学
生
募
集
活
動
を
進
め
、

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
教
育
内
容

の
充
実
、
確
か
な
知
識
と
技
術
、
豊

か
な
感
性
を
身
に
付
け
た
介
護
福
祉

士
の
養
成
に
努
め
、
開
校
以
来
継
続

の
就
職
率
１
０
０
％
を
目
指
し
、
栗

山
ら
し
い
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展

開
し
ま
す
。

・
福
祉
先
進
国
で
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

と
の
研
修
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
研
修
交
流
事
業

に
４
名
の
学
生
を
派
遣
し
ま
す
。

◆
社
会
教
育

・
「
町
民
が
輝
く
社
会
教
育
」
を
主
題

と
し
、
一
人
ひ
と
り
の
町
民
が
豊
か

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

・
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
、
豊
か
な
人
間

性
、
健
康
な
身
体
の
三
つ
の
要
素
を

高
め
、
栗
山
ら
し
い
生
涯
学
習
社
会

を
目
指
し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

◆
青
少
年
の
健
全
育
成

・
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
ふ
る

さ
と
栗
山
で
の
原
体
験
を
重
視
し
た

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
「
体
験
学
校
・
栗
山
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」

を
開
設
し
ま
す
。

◆
芸
術
文
化
振
興

・
芸
術
鑑
賞
事
業
や
町
民
の
自
主
的
、

主
体
的
な
芸
術
文
化
活
動
を
支
援
し
、

郷
土
栗
山
を
学
ぶ
機
会
の
多
様
化
に

努
め
ま
す
。

◆
図
書
館
運
営

・
町
内
小
中
学
校
と
の
連
携
に
よ
り
、

読
書
活
動
の
充
実
を
図
り
、
よ
り
町

民
に
身
近
な
図
書
館
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

◆
社
会
体
育

・
体
育
協
会
・
体
育
指
導
委
員
な
ど
と

連
携
し
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
行
事
・

大
会
の
開
催
を
始
め
と
す
る
各
種
事

業
を
推
進
す
る
な
ど
、
町
民
が
生
涯

を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
栗
山
ダ
ム
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に

９
ホ
ー
ル
増
設
し
ま
す
。

◆
地
域
間
交
流
や
大
学
連
携

・
次
代
を
担
う
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

人
材
の
育
成
を
図
り
、
地
域
課
題
に

的
確
に
対
応
し
、
学
び
の
実
践
に
つ

な
げ
る
専
門
的
な
学
習
機
会
を
提
供

し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
く
り
や
ま
地
域
大
学
を
開
催
し
ま
す
。

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

人
々
が
輝
く
ふ
る
さ
と
づ
く
り

平成 23 年度
町制執行方針
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◆
移
住
対
策

・
美
し
い
景
観
と
環
境
に
配
慮
し
た
分

譲
地
「
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
湯
地
の
丘
」

の
販
売
促
進
を
図
り
、
く
り
や
ま
移

住
促
進
協
議
会
を
中
心
に
、
短
期
滞

在
を
含
め
た
移
住
促
進
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

◆
雇
用
対
策

・
若
年
層
の
就
労
促
進
や
失
業
さ
れ
た

方
へ
の
再
就
職
支
援
な
ど
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
協
力
の
も
と
、
３
町
合
同

の
職
業
相
談
会
を
本
町
で
開
催
し
、

雇
用
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築

し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
３
町
合
同
の
職
業
相
談
会
を
引
き
続

き
本
町
で
開
催
し
ま
す
。

や
秋
祭
り
な
ど
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
交

流
人
口
や
消
費
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

◆
栗
山
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出

・
北
の
く
り
や
ま
栗
づ
く
り
協
議
会
で

進
め
て
い
る
「
栗
の
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
よ
り
、
栽
培
地
の
拡
大
と

栽
培
技
術
の
確
立
を
図
り
、
協
定
大

学
や
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を

密
に
し
、
早
期
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目

指
し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
「
栗
の
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推

進
し
ま
す
。

13

産
　
　
業

元
気
で
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

◆
農
業
の
振
興

・
貿
易
の
自
由
化
に
向
け
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
問
題
な
ど
、

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が
混
迷
を
極

め
る
中
、
栗
山
町
農
業
振
興
公
社
と

一
体
と
な
っ
て
、
各
農
業
団
体
・
組

織
と
連
携
し
、
効
率
的
・
安
定
的
な

農
業
経
営
の
確
立
を
図
り
、
本
町
農

業
の
持
続
的
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

・
農
業
振
興
計
画
「
第
２
期
栗
山
農
業

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
が
最
終
年
を
迎
え

る
た
め
、「
第
３
期
栗
山
農
業
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
」
の
策
定
を
行
い
、
国
の
農

業
政
策
と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

地
産
地
消
の
推
進
、
農
産
物
の
販
路

拡
大
、
農
業
後
継
者
の
育
成
、
生
産

基
盤
の
整
備
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

シカに食い荒されたメロンの様子
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◆
林
業
の
振
興

・
森
林
組
合
と
連
携
し
、「
栗
山
町
森
林

整
備
計
画
」
に
基
づ
く
適
正
な
森
林

整
備
の
促
進
や
、
耕
作
放
棄
地
な
ど

の
森
林
再
生
を
図
り
ま
す
。

◆
工
業
の
振
興

・
中
小
企
業
向
け
の
設
備
・
運
転
資
金

な
ど
の
融
資
要
望
に
迅
速
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
企
業
経
営
の
支
援
策

と
し
て
、
利
子
・
保
証
料
な
ど
の
補

給
制
度
を
維
持
し
ま
す
。

・
道
内
外
の
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換

を
緊
密
に
行
う
と
と
も
に
、
道
内
企

業
を
対
象
と
し
た
企
業
立
地
意
向
調

査
に
よ
る
リ
ス
ト
化
を
図
り
、
よ
り

効
果
的
な
企
業
誘
致
活
動
を
展
開
し

ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
リ
ス
ト
化
さ
れ
た
企
業
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
積
極
的
な
誘
致
活
動
を
展
開

し
ま
す
。　

◆
商
業
の
振
興

・
新
規
出
店
者
に
対
す
る
「
栗
山
町
空

き
店
舗
活
用
支
援
事
業
」
を
実
施
す

る
ほ
か
、
子
育
て
世
代
の
商
店
街
利

用
を
促
進
す
る
「
子
育
て
応
援
事
業
」

や
、
商
店
街
の
賑
わ
い
の
拠
点
と
し

て
定
着
し
つ
つ
あ
る
「
ま
ち
の
駅
栗

夢
プ
ラ
ザ
」
の
活
動
を
引
き
続
き
支

援
す
る
な
ど
、
栗
山
商
工
会
議
所
と

連
携
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力
あ

る
商
店
街
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
「
空
き
店
舗
活
用
支
援
事
業
」
を
継

続
し
ま
す
。

・
「
子
育
て
応
援
事
業
」
を
引
き
続
き

支
援
し
ま
す
。

◆
観
光
の
振
興

・
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の
外
国
人
観
光
客
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
受
け
入

れ
態
勢
を
整
備
す
る
た
め
の
基
礎

調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
作
成
し
た
外
国
人
向
け
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
観
光
資
源
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

・
道
内
に
お
い
て
も
有
数
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
つ
つ
あ
る
「
く
り
や
ま
老
舗

ま
つ
り
」、「
く
り
や
ま
夏
ま
つ
り
」

・
深
刻
化
す
る
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
業

被
害
に
対
処
す
る
た
め
、
栗
山
町
鳥

獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
と
連
携
し
、

防
止
柵
か
ら
加
工
処
理
施
設
ま
で
一

貫
し
た
「
エ
ゾ
シ
カ
農
業
被
害
緊
急

対
策
」
を
実
施
し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
農
業
振
興
計
画
「
第
３
期
栗
山
農
業

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
策
定
し
ま
す
。

・
道
内
外
の
修
学
旅
行
生
な
ど
の
農
業

体
験
受
入
を
支
援
し
ま
す
。

・
「
杵
臼
地
区
」
の
道
営
基
盤
整
備
事

業
を
促
進
し
ま
す
。

・
農
地
の
流
動
化
に
対
す
る
支
援
を
継

続
し
ま
す
。

・
「
エ
ゾ
シ
カ
農
業
被
害
緊
急
対
策
」

を
実
施
し
ま
す
。

中国語と韓国語が加わった外国人向け観光ガイド

栗のブランド化にむけた学習会

平成 23 年度
町制執行方針

　

町
民
が
生
き
生
き
と
働
き
、
豊
か
な

暮
ら
し
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
地
域
産

業
の
振
興
を
目
指
し
、
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
を
中
心
と
し
た
産
業
間
の
連
携

を
図
り
、
人
や
物
が
行
き
交
い
、
町
民

が
生
活
に
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

修学旅行生の農業体験受入事業

エコ・ビレッジ湯地の丘モデルハウス
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町
民
皆
さ
ん
の
生
活
を
よ
り
快
適
な

も
の
と
し
、
豊
か
な
自
然
と
都
市
機
能

が
調
和
し
た
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、「
栗
山
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
だ
れ
も
が
安
心

し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
街
な
み
景
観

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
の
観
点

に
立
ち
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
ふ
る
さ

と
栗
山
の
良
さ
を
実
感
で
き
る
、
魅

力
的
な
街
な
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
景
観
条
例
策
定
に
向
け
、
検
討
を
進

め
ま
す
。

・
湯
地
地
区
環
境
整
備
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

◆
市
街
地
基
盤
の
整
備

・
市
街
地
の
都
市
機
能
を
高
め
、
快
適

で
う
る
お
い
の
あ
る
街
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

・
新
町
通
街
路
整
備
の
早
期
着
工
に
向

け
、
地
元
期
成
会
と
引
き
続
き
関
係

機
関
へ
要
請
し
ま
す
。

◆
町
道
の
整
備

・
総
合
的
・
計
画
的
な
整
備
と
維
持
管

理
を
行
い
、
安
全
・
快
適
な
道
路
整

備
を
進
め
ま
す
。

・
冬
期
間
に
お
け
る
道
路
交
通
の
安
全

確
保
を
図
る
た
め
、
バ
ス
路
線
な
ど

の
主
要
幹
線
や
通
学
路
を
優
先
し
、

迅
速
か
つ
機
動
的
な
除
排
雪
を
行
い

ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
湯
地
継
立
線
、
杵
臼
本
線
の
改
良
舗

装
工
事
を
継
続
し
ま
す
。

◆
町
営
バ
ス
の
運
行

・
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
と
運
行
の

効
率
化
を
図
り
、
町
民
皆
さ
ん
の
大

切
な
足
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
町
営
バ
ス
の
運
行
実
証
実
験
を
継
続

し
ま
す
。

◆
住
環
境

・
「
栗
山
町
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
・

安
心
で
よ
り
快
適
に
生
活
で
き
る
住

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
計
画
性
・

実
効
性
の
あ
る
住
宅
政
策
を
進
め
ま

す
。

○
今
年
の
約
束

・
松
栄
団
地
3
棟
20
戸
を
建
て
替
え
、

集
会
所
を
建
設
し
ま
す
。

都
市
基
盤

快
適
で
や
す
ら
ぐ
ふ
る
さ
と
づ
く
り

◆
水
道
事
業

・
水
の
安
定
供
給
と
安
全
性
の
確
保
を

目
指
し
、
桜
山
浄
水
場
機
器
お
よ
び

配
水
管
の
更
新
計
画
策
定
に
向
け
、

調
査
を
進
め
ま
す
。

◆
下
水
道
事
業

・
角
田
地
区
農
業
集
落
排
水
を
栗
山
公

共
下
水
道
へ
統
合
す
る
整
備
事
業
を

実
施
し
、
事
業
運
営
の
さ
ら
な
る
効

率
化
を
図
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

・
角
田
地
区
農
業
集
落
排
水
を
栗
山
公

共
下
水
道
へ
統
合
す
る
整
備
事
業
を

継
続
し
ま
す
。

◆
河
川
の
整
備

・
倒
木
除
去
や
樹
木
の
伐
採
な
ど
を
進

め
、
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
河

川
環
境
の
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。

・
雨
煙
別
川
、
ポ
ン
ウ
エ
ン
ベ
ツ
川
、

阿
野
呂
川
お
よ
び
ポ
ン
ア
ノ
ロ
川
の

改
修
工
事
の
早
期
完
成
に
向
け
、
引

き
続
き
関
係
機
関
に
要
請
し
ま
す
。

◆
地
域
情
報
化

・
住
民
記
録
を
基
本
と
し
た
総
合
行
政

情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
お
よ
び
戸
籍

事
務
の
電
算
化
を
進
め
、
よ
り
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

ま
す
。

　

以
上
、
平
成
23
年
度
の
町
政
執
行
に

臨
む
、
私
の
所
信
の
一
端
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
地
域
の
様
々
な
資
源
を
活
用

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
豊
か

さ
を
生
み
出
す
と
い
う
考
え
方
に
基
づ

い
て
活
力
あ
る
地
域
を
つ
く
り
、「
依
存

と
分
配
」
と
い
う
中
央
集
権
型
の
社
会

構
造
を
、「
自
立
と
創
造
」
と
い
う
地
域

主
権
型
の
仕
組
み
に
転
換
す
る
地
域
主

権
改
革
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
近
年
、「
力
を
つ
け
る
こ
と
」、

「
能
力
を
高
め
る
こ
と
」、「
自
律
性
を
促

す
こ
と
」
な
ど
の
意
味
を
持
つ
「
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
が
重
要
視
さ
れ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　
「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
と
は
、
20
世

紀
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
教
育
思
想

家
で
あ
る
パ
ウ
ロ
・
フ
レ
イ
レ
の
教
育

実
践
か
ら
生
ま
れ
た
概
念
に
通
じ
る
も

の
で
あ
り
、
ま
さ
に
地
域
主
権
時
代
に

お
け
る
国
と
地
方
、
ひ
い
て
は
行
政
と

町
民
と
の
関
係
性
を
示
す
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
向
上
の
大
き
な

鍵
と
さ
れ
て
い
る
「
自
信
と
誇
り
」、「
責

任
と
自
覚
」、「
信
頼
と
絆
」
を
育
ん
で

い
く
こ
と
を
、
本
年
度
の
執
行
方
針
に

お
け
る
基
本
目
標
に
据
え
、
栗
山
の
発

展
を
願
う
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
激
動
の
時
代
を
乗
り
越
え
る
道

の
り
に
は
、
幾
多
の
試
練
が
待
ち
受
け

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
議
会
・
行
政
は
も
と
よ
り
、

町
民
す
べ
て
が
志
高
く
、
直
面
す
る
困

難
に
立
ち
向
か
い
、
積
極
果
敢
に
挑
戦

し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
ず
や
輝

か
し
い
栗
山
の
未
来
へ
と
つ
な
が
る
確

か
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

14

平成 23 年度
町制執行方針

　

最
後
に
、「
ふ
る
さ
と
は
栗
山
で
す
。」

を
合
言
葉
に
、
私
の
政
策
目
標
で
あ
り

ま
す
「
思
い
や
り
の
心
が
か
よ
う
、
元

気
が
で
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目

指
し
、
全
身
全
霊
を
か
け
町
政
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
、
改
め
て
お
誓
い
申
し

上
げ
ま
す
。



教
育
行
政
執
行
方
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我
が
国
で
は
、
子
ど
も
の
学
力
や
健

康
な
身
体
と
体
力
、
家
庭
で
身
に
つ
け

る
べ
き
基
本
的
な
生
活
習
慣
、
精
神
的
・

身
体
的
な
児
童
虐
待
、
い
じ
め
や
不
登

校
、
教
育
に
お
け
る
格
差
な
ど
な
ど
子

育
て
上
の
諸
問
題
が
長
く
尾
を
引
い
て

い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
小
中
学
生
数
が
平
成
元

年
の
２
０
０
０
名
か
ら
平
成
22
年
の

１
０
０
０
名
へ
と
半
減
し
て
い
ま
す
。

僅
か
20
年
間
の
急
激
な
少
子
化
に
は
驚

く
ば
か
り
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

変
化
に
対
応
で
き
る
教
育
や
子
育
て
の

環
境
づ
く
り
、
生
涯
学
習
社
会
に
ふ
さ

わ
し
い
諸
事
業
の
展
開
な
ど
が
大
切
な

課
題
で
す
。

「
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
、
多
様
な
課
題
に
立
ち
向
か
う
人
と
し
て
の
土
台
づ
く
り

栗
っ
子
が
輝
く
学
校
教
育

9

　
「
自
立
し
た
個
を
確
立
し
た
人
」
と
し

て
た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
基
礎
を

つ
く
る
た
め
「
自
ら
学
ぶ
意
欲
・
豊
か

な
心
・
健
や
か
な
か
ら
だ
」
の
育
成
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
年
度
も
、

学
校
教
育
の
主
題
を
「
栗
っ
子
が
輝
く

学
校
教
育
」
と
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
び
、
人
生
に
お
け
る
多
様
な
課
題
に

立
ち
向
か
う
た
め
の
土
台
づ
く
り
を
使

命
に
、
次
の
と
お
り
進
め
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
教
育
は
、
新
し
い
学
習

指
導
要
領
に
基
づ
く
教
育
が
、
小
学
校

で
は
平
成
23
年
度
に
本
格
実
施
と
な
り
、

中
学
校
で
は
平
成
24
年
度
の
本
格
実
施

に
備
え
る
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。
本
年

度
は
４
つ
の
重
点
で
執
行
し
ま
す
。

◆
基
礎
的
・
基
本
的
知
識
技
能
の
習
得
に

よ
る
自
ら
学
ぶ
意
欲
と
学
力
の
向
上

　

学
力
の
向
上
は
学
校
教
育
の
永
遠
の

課
題
で
す
。
基
礎
的
な
学
力
の
重
要
性

を
端
的
に
「
読
み
書
き
算
盤
」「
読
み
書

き
計
算
」
と
申
し
ま
す
が
、
い
つ
の
時

代
で
も
、
社
会
が
ど
う
変
化
し
て
も
、

そ
の
大
切
さ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
本
年

度
は
３
つ
の
方
針
で
臨
み
ま
す
。

①
学
力
や
学
習
状
況
の
把
握
に
基
づ
く

丁
寧
な
指
導
や
個
別
の
指
導
を
充
実

さ
せ
、
栗
っ
子
の
学
ぼ
う
と
す
る
意

欲
を
い
っ
そ
う
高
め
ま
す
。

②
授
業
で
勝
負
す
る
と
い
う
教
師
の
プ

ロ
意
識
の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
基
礎
的
・
基
本
的
学
力

「人々が輝くふるさとづくり」を本町教育
推進の合言葉として、すべての町民が豊

かに学ぶことができる環境を充実させ

るため、みんなで支える栗山らしい教

育を「栗山のふるさと教育」と銘打

ち、地域あげての取り組みにする

よう、努めてまいります。

人々が輝くふるさとづくり

17

平成 23 年度

を
定
着
・
習
熟
さ
せ
る
授
業
の
さ
ら

な
る
改
善
を
図
り
ま
す
。

③
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
小
学
校

の
特
色
あ
る
教
育
課
程
の
編
成
実
施
・

検
証
と
中
学
校
で
の
移
行
期
の
指
導

を
充
実
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
教
育
課

程
の
適
正
実
施
に
よ
り
、
年
間
授
業

時
間
数
を
確
保
し
ま
す
。

◆
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
か
ら
だ
の
育
成

　

子
ど
も
は
地
域
の
宝
で
す
。
心
や
さ

し
く
健
や
か
に
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て

欲
し
い
、
地
域
の
大
人
な
ら
ば
、
ど
な

た
も
が
そ
う
考
え
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
４
つ
の
方
針
で
臨
み
ま
す
。

①
思
い
や
り
の
心
・
命
の
尊
さ
を
学
ぶ

心
の
教
育
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

②
規
律
あ
る
生
活
態
度
の
育
成
を
大
切

に
し
ま
す
。

③
栗
っ
子
の
体
力
・
運
動
能
力
な
ど
の

健
康
状
況
把
握
に
努
め
、
そ
の
向
上

策
に
取
り
組
み
ま
す
。
歯
の
健
康
づ

く
り
の
た
め
、
３
つ
の
小
学
校
で
の

フ
ッ
化
物
洗
口
を
始
め
ま
す
。

④
栗
っ
子
一
人
ひ
と
り
の
自
己
実
現
を

支
援
す
る
生
徒
指
導
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

◆
栗
山
な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か
な
指

導
体
制
の
充
実

　
栗
山
な
ら
で
は
の
教
育
施
策
を
存
分

に
活
用
し
、
栗
山
ら
し
い
ふ
る
さ
と
教

育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

６
つ
の
方
針
で
臨
み
ま
す
。

①
外
国
語
指
導
助
手
の
２
名
配
置
体
制

を
活
用
し
、
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
本
格

実
施
さ
れ
る
小
学
校
で
の
英
語
活
動

も
充
実
さ
せ
ま
す
。

②
特
別
支
援
教
育
支
援
員
・
同
支
援
補

助
員
の
複
数
配
置
に
よ
り
、
子
ど
も

の
学
習
や
学
校
生
活
の
状
況
・
心
身

の
発
達
の
状
況
な
ど
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
な
指
導
を
充
実
さ
せ
、
基
礎

学
力
の
定
着
・
向
上
を
図
り
ま
す
。

③
地
域
の
企
業
や
団
体
な
ど
の
協
力
に

よ
り
学
ぶ
「
職
業
意
識
を
高
め
る
地

域
体
験
型
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

④
図
書
館
と
の
協
働
に
よ
り
、
豊
か
な

感
性
や
創
造
性
を
培
う
読
書
活
動
を

充
実
さ
せ
ま
す
。

⑤
栗
産
栗
消
を
目
指
す
学
校
給
食
の
充

実
と
食
育
へ
の
啓
発
を
創
意
工
夫
し

ま
す
。
開
設
以
来
20
年
を
経
る
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、

施
設
設
備
の
課
題
や
広
域
に
よ
る
運

営
の
可
否
に
つ
い
て
検
証
し
、
そ
の

改
善
を
目
指
し
ま
す
。

⑥
栗
山
の
自
然
環
境
を
活
か
し
た
体
験

学
習
・
宿
泊
体
験
学
習
な
ど
は
、
ふ

る
さ
と
栗
山
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
る
教
育
と
し
て
位
置
づ
け
、
い
っ

そ
う
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
栗
っ
子
の
教
育
環
境
の
充
実

　

子
ど
も
は
環
境
の
賜
た
ま
も
の、
教
師
は
最
大

の
教
育
環
境
で
す
が
、
子
ど
も
が
育
ち

ゆ
く
地
域
や
学
校
の
人
的
・
物
的
環
境

を
良
く
す
る
こ
と
は
、
教
育
の
基
盤
づ

く
り
と
し
て
大
切
な
任
務
で
す
。
５
つ

の
方
針
で
臨
み
ま
す
。

①
栗
山
町
教
育
振
興
会
の
研
修
事
業
を

始
め
と
す
る
教
職
員
の
研
修
を
充
実

さ
せ
、
授
業
改
善
に
専
念
す
る
教
師

の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

教
育
委
員
会
指
定
公
開
研
究
会
の
質

的
な
向
上
を
図
り
ま
す
。

②
家
庭
に
お
け
る
栗
っ
子
の
よ
り
良
い
基

本
的
な
生
活
習
慣
形
成
を
目
指
し
て
、

家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
企
業
等
制
度
な
ど

を
活
用
し
、
保
護
者
・
町
民
皆
さ
ん
へ

の
啓
発
活
動
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

③
地
域
ぐ
る
み
の
安
全
確
保
活
動
や
環

境
美
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

④
図
書
館
と
の
協
働
に
よ
り
、
豊
か
な

感
性
や
創
造
性
を
培
う
読
書
活
動
を

充
実
さ
せ
ま
す
。

④
栗
っ
子
が
学
ぶ
施
設
設
備
の
整
備
に

努
め
ま
す
。
２
つ
の
中
学
校
の
机
と

椅
子
を
全
面
更
新
し
、
学
習
指
導
環

境
を
改
善
し
ま
す
。

⑤
栗
山
の
急
速
な
少
子
化
に
対
応
す
る

小
中
学
校
の
配
置
に
つ
い
て
、
指
針

を
示
し
ま
す
。

　

以
上
、
小
中
学
校
教
育
の
４
つ
の
重

点
に
つ
い
て
申
し
ま
し
た
が
、
学
校
だ

け
の
力
で
子
ど
も
の
よ
り
良
き
発
達
・

成
長
を
期
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

子
ど
も
を
よ
り
良
く
育
む
に
は
、
学
校
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と
家
庭
と
地
域
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任

を
果
た
し
つ
つ
、
協
働
す
る
こ
と
が
大

切
で
、
子
ど
も
の
教
育
の
質
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
三
者
の
総
合
力
に
左
右
さ

れ
ま
す
。
５
つ
の
小
中
学
校
が
、
保
護

者
や
町
民
と
の
関
わ
り
を
強
め
、
自
信

を
も
っ
て
教
育
活
動
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

・
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
進
め
、
信

頼
さ
れ
る
「
地
域
の
学
校
」
を
目
指

し
ま
す
。

・
校
区
町
民
へ
の
学
校
教
育
情
報
の
発

信
に
努
め
ま
す
。

・
学
校
関
係
者
評
価
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
外
部
評
価
の
た
め
の
組

織
化
を
検
討
し
ま
す
。

・
主
体
性
を
発
揮
し
た
学
校
経
営
や
教

育
活
動
の
推
進
を
促
し
ま
す
。

・
地
域
教
育
協
議
会
に
よ
る
学
校
支
援

事
業
と
協
力
・
連
携
し
、
ふ
る
さ
と

栗
山
な
ら
で
は
の
教
育
活
動
を
推
進

し
ま
す
。

◆
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

　

24
年
目
を
迎
え
る
北
海
道
介
護
福
祉

学
校
は
、
こ
れ
ま
で
約
１
７
７
０
余
名

の
有
意
な
人
材
を
輩
出
し
、
そ
の
活
躍

と
業
績
が
各
職
場
で
高
い
評
価
を
受
け
、

北
海
道
で
は
介
護
福
祉
士
養
成
校
と
し

て
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
少
子
化
に
よ
る
高
校
生
の
減

少
や
停
滞
す
る
経
済
状
況
お
よ
び
介
護

福
祉
士
の
処
遇
の
問
題
な
ど
に
よ
り
、

入
学
希
望
者
が
減
少
し
、
入
学
定
員
の

確
保
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
次
の
５

つ
の
方
針
に
よ
り
、
北
海
道
介
護
福
祉

学
校
の
経
営
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

①
我
が
国
唯
一
の
町
立
校
で
あ
る
本
校

の
特
色
を
前
面
に
出
し
た
進
学
相
談

会
や
高
等
学
校
訪
問
に
よ
り
、
定
員

確
保
に
努
め
ま
す
。

②
社
会
福
祉
や
情
報
処
理
の
授
業
時
間

数
を
増
や
し
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

よ
る
教
育
内
容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

③
学
生
個
々
に
応
じ
た
指
導
の
徹
底
を

図
り
、
確
か
な
知
識
と
技
術
、
豊
か

な
感
性
を
身
に
つ
け
た
介
護
福
祉
士

の
養
成
に
努
め
ま
す

④
福
祉
先
進
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
４
名

の
学
生
を
派
遣
し
、
研
修
交
流
事
業

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

⑤
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
目

指
し
、
地
域
住
民
や
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
諸
事
業
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
町
民
が
豊
か
に
学
び
、

そ
の
成
果
を
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
生

涯
学
習
社
会
の
環
境
を
い
っ
そ
う
充
実

さ
せ
る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
主

題
を
「
町
民
が
輝
く
社
会
教
育
」
と
し
、

主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
・
豊
か
な
人
間
性
・

健
康
な
身
体
の
３
つ
の
要
素
を
高
め
る

社
会
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
４
つ
の
重
点
で
執
行
し

ま
す
。

◆
多
様
な
生
涯
学
習
機
会
の
提
供
と
主

体
的
学
習
活
動
の
推
進

・
栗
山
な
ら
で
は
の
連
携
・
協
力
に
よ

り
、
健
や
か
で
た
く
ま
し
い
栗
っ
子

を
育
み
ま
す
。
幼
児
期
か
ら
の
基
本

的
生
活
習
慣
形
成
や
社
会
の
マ
ナ
ー

な
ど
を
身
に
つ
け
る
家
庭
教
育
は
、

人
と
し
て
の
よ
り
良
い
発
達
や
成
長

を
左
右
し
ま
す
。
家
庭
教
育
サ
ポ
ー

ト
企
業
等
制
度
の
活
用
を
始
め
と
し

て
、
地
域
教
育
協
議
会
や
関
係
機
関
・

団
体
と
の
協
力
・
連
携
の
下
、
幼
児

教
育
・
家
庭
教
育
へ
の
啓
発
を
継
続

し
、
栗
っ
子
の
発
達
や
成
長
を
支
援

し
ま
す
。
青
少
年
育
成
は
、
ふ
る
さ

と
教
育
の
重
要
な
領
域
と
し
て
位
置

づ
け
、
ふ
る
さ
と
栗
山
で
の
「
原
体

験
」
を
重
視
し
た
事
業
を
展
開
し
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
ふ
る
さ
と
栗
山
へ

の
愛
着
、
広
い
視
野
と
豊
か
な
感
性
、

た
く
ま
し
く
挑
み
続
け
る
実
践
力
な

ど
を
育
む
た
め
、「
体
験
学
校
・
栗
山

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
を
開
設
す
る
と
と

も
に
、
青
少
年
育
成
会
を
始
め
と
す

る
関
係
機
関
・
団
体
と
協
力
し
た
事

業
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

・
栗
山
な
ら
で
は
の
各
種
社
会
教
育
活
動

や
町
民
の
学
び
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ

ま
す
。
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
学
び

へ
の
支
援
、
地
域
総
ぐ
る
み
に
よ
る
ふ

る
さ
と
教
育
活
動
へ
の
支
援
、
各
種
社

会
教
育
団
体
と
の
連
携
、
生
涯
学
習
の

情
報
提
供
、
協
定
大
学
な
ど
と
の
連
携

に
よ
る
専
門
的
な
学
習
機
会
の
提
供
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
心
の
豊
か
さ
を
育
む
ふ
る
さ
と
に
根

ざ
し
た
読
書
活
動
や
芸
術

　

本
町
に
お
け
る
図
書
館
活
動
は
、
例
え

ば
、
子
育
て
と
読
書
活
動
と
の
結
合
・
学

校
へ
の
「
ミ
ニ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な

ど
、
栗
山
な
ら
で
は
の
活
動
と
し
て
定
着

し
て
お
り
ま
す
。
芸
術
文
化
活
動
に
お
い

て
は
、
四
半
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
継
続
さ

れ
て
い
る
空
知
管
内
で
は
他
に
見
ら
れ
な

い
独
自
の
鑑
賞
事
業
や
多
様
な
総
合
的
文

化
祭
な
ど
が
、
栗
山
独
特
の
も
の
と
し
て

根
づ
き
、
管
内
各
方
面
か
ら
「
あ
れ
は
、

栗
山
の
文
化
だ
」
と
ま
で
評
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
さ
ら
な
る
質
的
向
上

を
目
指
し
、
以
下
の
３
つ
の
方
針
で
臨
み

ま
す
。

①
図
書
館
を
生
涯
学
習
の
重
要
な
拠
点

と
す
る
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
小
中
学
校
と
の
協

働
を
さ
ら
に
強
め
て
栗
っ
子
の
読
書

活
動
を
充
実
さ
せ
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
と
の
連
携
に
よ
る
栗
っ
子
読
書

活
動
推
進
の
た
め
、「
栗
山
子
ど
も
読

書
推
進
計
画
」
に
基
づ
く
活
動
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
町
民
に
「
よ
り
身

近
な
図
書
館
づ
く
り
」
に
努
め
ま
す
。

②
芸
術
文
化
振
興
の
た
め
、
栗
山
独
特

の
芸
術
鑑
賞
事
業
や
町
民
の
自
主
的
・

主
体
的
な
芸
術
文
化
活
動
、
芸
術
創

造
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
な
ど
へ
の
支

援
を
し
ま
す
。

③
文
化
財
保
存
・
保
護
並
び
に
そ
の
活

用
を
進
め
る
た
め
、「
栗
山
町
内
史
跡

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
活
用
や
郷
土
栗

山
を
学
ぶ
機
会
の
多
様
化
に
努
め
、

こ
の
分
野
に
お
け
る
町
民
の
関
心
を

高
め
ま
す
。
ま
た
、
開
拓
記
念
館
事

業
を
有
効
に
活
用
し
、
栗
山
の
郷
土

学
習
・
ふ
る
さ
と
学
習
を
い
っ
そ
う

充
実
さ
せ
ま
す
。

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実

　

町
民
が
生
涯
を
通
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
参
加

生
涯
に
わ
た
っ
て
豊
か
に
学
び
、
そ
の
成
果
を
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り

町
民
が
輝
く
社
会
教
育

す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
は
、

「
人
々
が
輝
く
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
の
一

翼
を
担
う
大
切
な
事
業
で
す
。
以
下
、

３
つ
の
方
針
で
臨
み
ま
す
。

①
体
育
協
会
や
体
育
指
導
委
員
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
指
定
管
理
者
な
ど
と
の

連
携
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
行
事
・

大
会
の
開
催
を
始
め
と
す
る
各
種
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
芸
術
文
化
振
興
の
た
め
、
栗
山
独
特

の
芸
術
鑑
賞
事
業
や
町
民
の
自
主
的
・

主
体
的
な
芸
術
文
化
活
動
、
芸
術
創

造
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
な
ど
へ
の
支

援
を
し
ま
す
。

③
体
育
施
設
の
整
備
を
図
り
、
町
民
の

参
加
拡
大
を
目
指
す
と
と
も
に
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
受
け
入
れ
体
制
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

④
栗
山
ダ
ム
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に

９
ホ
ー
ル
を
増
設
し
ま
す
。

◆
自
然
環
境
教
育
の
充
実
と
交
流
促
進

に
よ
る
人
材
の
育
成

　

私
た
ち
は
、
次
の
時
代
を
担
う
栗
っ

子
に
期
待
を
か
け
、
社
会
の
変
化
に
対

応
で
き
る
人
材
、
人
生
の
諸
課
題
に
た

く
ま
し
く
挑
戦
す
る
人
材
の
育
成
を
常

に
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
各
種
教
育
活

動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
町
で
は
、
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の

生
息
が
確
認
さ
れ
た
昭
和
60
年
以
来
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
熱

意
あ
る
町
民
が
協
働
し
、
栗
山
の
豊
か

な
自
然
環
境
を
守
り
育
て
て
き
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
栗
山
の
子
ど
も
た

ち
が
、
ふ
る
さ
と
栗
山
の
自
然
環
境
の

下
で
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
成
長
す
る

こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
人
材
育
成
に
努

め
ま
す
。
４
つ
の
方
針
で
臨
み
ま
す
。

①
町
民
参
加
に
よ
る
自
然
環
境
の
保
全
・

再
生
や
、
自
然
環
境
教
育
の
推
進
な

ど
、
ふ
る
さ
と
栗
山
の
自
然
教
育
施

策
を
体
系
づ
け
る
中
長
期
プ
ラ
ン
の

策
定
を
い
た
し
ま
す
。
・
体
育
施
設

の
整
備
を
図
り
、
町
民
の
参
加
拡
大

を
目
指
す
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
の
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

②
ハ
サ
ン
ベ
ツ
地
区
・
フ
ァ
ー
ブ
ル
の

森
な
ど
の
身
近
な
自
然
環
境
を
活
用

し
た
体
験
教
育
を
ふ
る
さ
と
教
育
の

要
に
据
え
て
推
進
し
ま
す
。
特
に
、

栗
山
な
ら
で
は
の
「
五
感
総
動
員
の

原
体
験
」
に
よ
る
ふ
る
さ
と
自
然
体

験
教
育
事
業
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

③
雨
煙
別
小
学
校 
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境

ハ
ウ
ス
を
拠
点
と
す
る
自
然
体
験
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ
ら
な
る
充
実
と

町
外
へ
の
情
報
発
信
に
よ
り
、
本
町

の
交
流
人
口
拡
大
に
貢
献
す
る
よ
う

努
め
ま
す
。

④
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
派
遣
、
姉
妹
都
市
交

歓
の
つ
ど
い
、
協
定
大
学
を
始
め
と

す
る
学
生
の
体
験
交
流
の
推
進
な
ど
、

地
域
間
・
国
際
交
流
事
業
に
よ
り
、

青
少
年
の
視
野
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　私ども教育委員は、
平成 19 年度から「行
動する教育委員会を
謳い、「町民に見える
教育委員会」を目指
し て ま い り ま し た。
　本年度は、栗山の子
どもたちの教育や子
育てに携わる教師や保護者を始めとする全
ての人、すなわち、人的環境の質的向上を
目指し、「人々が輝くふるさとづくり」のた
め、町民の協働による学校・社会教育推進
の要となるべく、教育委員一同結束して「行
動する教育委員会」の初心に立ち、栗山な
らではの教育推進に努めてまいります。

教育委員会の決意

平成 23 年度
教育行政執行方針



平
成
23
年
度
予
算

区　　　分 平成 23 年度 平成 22 年度 対前年比（％）

一 般 会 計 73 億   700 万円 76 億 9,400 万円 △ 5.0

国民健康保険特別会計 18 億 1,677 万円 19 億 1,841 万円 △ 5.3

老 人 保 健 特 別 会 計 － 215 万円 皆減

下 水 道 事 業 特 別 会 計 10 億 6,628 万円 7 億 7,522 万円 37.5

農業集落排水事業特別会計 1 億 2,362 万円 1 億 2,256 万円 0.9

北海道介護福祉学校特別会計 1 億 3,402 万円 1 億 3,667 万円 △ 1.9

介 護 保 険 特 別 会 計 13 億   542 万円 12 億 7,338 万円 2.5

後期高齢者医療特別会計 1 億 7,033 万円 1 億 6,806 万円 1.4

水 道 事 業 会 計 6 億 1,450 万円 5 億 5,768 万円 10.2

合 計 125 億 3,794 万円 126 億 4,813 万円 △ 0.9

各会計予算の概要

　平成 23 年度の予算が、3 月 17 日開催の第 2 回栗山町議会
定例会で可決されました。町は、この予算に基づき、まちづ
くりに関するさまざまな施策を展開していきます。

　

平
成
23
年
度
の
全
会
計
の
予
算
総
額
は

1
2
5
億
3
7
9
4
万
円
で
、
昨
年
度
と

比
較
し
0
．
9
％
減
、
１
億
1
0
1
9
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
内
、
住
民
生
活
と
か
か
わ
り
の

深
い
福
祉
、
教
育
、
産
業
な
ど
幅
広

い
範
囲
の
事
業
を
行
う
一
般
会
計
は
、

73
億
7
0
0
万
円
で
昨
年
度
と
比
較
し
５
．

０
％
減
、
3
億
8
7
0
0
万
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
町
税
が
長
引
く
景
気
低
迷

に
よ
り
落
ち
込
む
中
、
地
方
交
付
税
の
地

域
活
性
化
に
係
る
増
額
措
置
な
ど
を
見
込

み
、
必
要
と
な
る
財
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

一
方
歳
出
で
は
、
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
「
第
５
次
総
合
計
画　

後
期
実
施

計
画
」
で
予
定
し
て
い
る
主
要
事
業
の
予

算
確
保
と
と
も
に
、
行
財
政
改
革
の
指
針

で
あ
る
「
が
ん
ば
る
栗
山
プ
ラ
ン
21
」
に

基
づ
い
た
事
業
の
見
直
し
や
経
費
節
減
、

政
策
評
価
に
よ
る
事
業
検
証
・
評
価
結
果

の
反
映
な
ど
、
最
小
の
経
費
で
最
大
限
の

効
果
を
上
げ
る
た
め
の
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

※老人保健特別会計については、後期高齢者医療特別会計の設置（平成 20 年度）により、精
算に係る予算をこれまで計上していましたが、平成 22 年度をもって廃止しました。
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総額 125 億 3,794 万円を投資

次代に向けてのまちづくりに

諸収入
2 億 2,253 万円 （3.1％）

使用料 ・ 手数料
1 億 9,058 万円 （2.6％）

分担金 ・ 負担金
1 億 4,351 万円 （2.0％）

町　債
7 億   440 万円 （9.6％）

国庫支出金
6 億 5,758 万円 （9.0％）

道支出金
5 億 5,332 万円 （7.6％）

その他
3 億 1,250 万円 （4.2％）

教育費
5 億 4,546 万円 （7.5％）

農林水産業費
4 億 8,413 万円 （6.6％）

衛生費
4 億 1,900 万円 （5.7％）

消防費
2 億 9,717 万円 （4.1％）

商工費
1 億 7,080 万円 （2.3％）

その他
9,631 万円 （1.3％）

・ 地方消費税交付金

・ 地方譲与税

・ 地方特例交付金

・ 自動車取得税交付金

・ ゴルフ場利用税交付金

・ 交通安全対策特別交付金

・ 利子割交付金

・ 配当割交付金

・ 株式等譲渡所得割交付金

1 億 5,200 万円

1 億　 500 万円

2,000 万円

1,600 万円

1,350 万円

280 万円

250 万円

50 万円

20 万円

※ （　） 内は構成比

・ 議会費

・ 労働費

・ 諸支出金

・ 災害復旧費

・ 予備費

8,318 万円

502 万円

400 万円

311 万円

100 万円

●自主財源
町税や町の施設の使用料な

ど町が独自で調達する資金

●依存財源
地方交付税や国・道支出金

など国や道から町に入って

くる資金

歳 出 ※ （　） 内は構成比
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その他
1 億 2,046 万円 （1.7％）
・ 繰越金

・ 繰入金

・ 財産収入

・ 寄附金

5,000 万円

4,808 万円

2,208 万円

30 万円

歳 入

　目的別（予算科目ごと）の歳出内訳は、上記の円グラフのと
おりとなっています。町の借金返済に当たる公債費は、返済の
ピークが過ぎ減少傾向にありますが、なお歳出全体の約２割を
占めるなど、依然として厳しい財政状況にあります。
　また、経費を性質別で分類した場合では、公債費が 21％で
最も多く、次いで事業や団体運営に対する補助金などの補助費
等、職員給与などの人件費がともに 15.7％などとなっています。

※一般会計予算額の推移

H19

H20

H21

 74 億 5,200 万円

 74 億   400 万円

 71 億 2,900 万円

63.9％

68.4％

71.5％

依存財源の割合

H23 73.5％ 73 億   700 万円

H22 71.2％ 76 億 9,400 万円

町　税
12 億 5,212 万円

（17.1％）

地方交付税
31 億 5,000 万円

（43.1％）

自主財源
26.5％

依存財源
73.5％

公債費
15 億 3,638 万円

（21.0％）

民生費
14 億 8,216 万円

（20.3％）

総務費
14 億 2,341 万円

（19.5％）

土木費
8 億 5,218 万円

（11.7％）

合計 73 億  700 万円

合計 73 億  700 万円



町民 ・ 地域 ・ 行政　

◆みんなが主役のふるさとづくり

自治基本条例制定 ・ 普及啓発事業…………85 万円
　「自治基本条例」の制定に向け、町民会議を設置

自治区推進モデル事業 ・ 自治区交付金……324 万円
　地域で設立されたまちづくり組織の活動を支援

まちづくり１００人委員会活動支援……………13 万円
　委員会活動を支援し、町民の声を政策に反映

政策評価事業…………………………………37 万円
　町民による「外部評価制度」を本格実施

生活 ・ 環境　

◆人と自然にやさしいふるさとづくり

ふるさと自然体験教育事業……………………81 万円
　町内児童・生徒を対象に、宿泊を伴う自然体験教育を実施

雨煙別小学校 コカ ・ コーラ環境ハウス拠点活用支援事業…235 万円
　施設を拠点とした企画事業の実施、交流人口の拡大など

一般廃棄物中間処理 （炭化処理） 施設運営……1,926 万円
　最終処分場延命化のために整備した炭化施設を本格稼働

街路灯 ・ 防犯灯のＬＥＤ化の推進……………670 万円
　街路灯設置の補助率を見直し、LED 化を促進

墓園管理 ・ 造成事業………………………1,067 万円
　墓園 111 区画を造成

医療 ・ 保健 ・ 福祉　

◆安心して暮らせるふるさとづくり

健康相談 ・ 健診等事業……………………1,924 万円
　各種予防接種、乳幼児、妊婦健診など

がん検診事業…………………………………449 万円
　がん検診および特定健診を総合的に実施

特定不妊治療費助成事業……………………30 万円
　高度な不妊治療を受けられる方へ治療費用を助成

任意予防接種費助成事業……………………561 万円
　子宮頸がん、小児肺炎球菌などの予防接種費用を全額助成

地域医療対策事業…………………………8,058 万円
　地域医療体制の構築・連携の促進、病院機能の見直しなど

子育て支援事業………………………………518 万円
　相談専門職員配置による子ども・子育て心の相談室開設など

乳幼児および児童医療費助成……………3,282 万円
　義務教育終了までの医療費を無料化

栗山町高齢者実態調査事業…………………869 万円
　第５次高齢者保健福祉計画など策定のため、実態調査を実施

教育 ・ 文化 ・ スポーツ　

◆人々が輝くふるさとづくり

子ども夢づくり支援事業………………………632 万円
　中学校の机・椅子を更新

特別支援教育支援員配置………………1,151 万円
　児童生徒一人ひとりに応じた指導・支援を実施

外国語指導助手配置…………………………88 万円
　指導助手２名配置を継続し、小学校の英語活動も充実

北海道介護福祉学校運営事業……………1,730 万円
　質の高い介護福祉士を養成

町民の学び支援プロジェクト……………………50 万円
　地域の人材を活かし、多様な学習機会を提供

栗山ダムパークゴルフコース拡張事業………4,948 万円
　9 ホールを増設し計 36 ホールに拡張

平成２３年度に実施する主な事業は次のとおりです。なお、各事業は第５次総合計

画の区分に従って掲載しています。

今年の主な事業の概要
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産　　　業　

◆元気で活力あるふるさとづくり

エゾシカ農業被害緊急対策事業…………7,485 万円

　栗山町鳥獣被害防止対策協議会と連携し対策事業を実施

中山間地域等直接支払事業…………1 億 6,192 万円
　生産条件不利地の耕作放棄防止など

農地 ・ 水 ・ 環境保全向上対策事業………2,072 万円
　農業・農村基盤維持、環境向上対策への支援

栗山町農業振興公社事業…………………1,000 万円
　農業振興全般に関する事業運営支援

農業基盤整備事業 （道営事業） …………4,676 万円
　杵臼北部地区ほか２地区の農業生産基盤整備など

美しい森林づくり基盤整備事業………………313 万円
　森林造成による地球温暖化防止と環境保全機能向上

商店街振興対策事業…………………………571 万円
　商業者が主体となって取り組む振興対策を支援

企業立地意向調査事業……………………938 万円
　道内企業を対象に進出意向調査を実施しリスト化

移住者ネットワークの整備……………………343 万円
　移住・定住のＰＲ活動および受入体制の整備

栗の活用プロジェクト…………………………300 万円
　町木「栗」を新たな地域ブランドとして推進

外国人観光客受入調査 ・ 東アジアにおける市場調査事業…1,128 万円
　海外観光客受入の基本調査、経済交流のための市場調査

都市基盤　

◆快適でやすらぐふるさとづくり

景観条例策定および推進事業………………160 万円

　町民参加による景観計画及び景観条例の策定

湯地地区環境整備事業……………………1,554 万円
　土捨場跡地を植栽・園路整備し地域交流の場に

道路整備事業………………………………9,995 万円
　湯地継立線改良舗装事業ほか１事業など

町営バス事業………………………………4,869 万円
　町営バスの運行実証実験を継続実施

公営住宅整備事業……………………3 億 8,172 万円
　松栄団地 3 棟 20 戸建替、駐車場整備・集会所新築

下水道事業……………………………2 億 4,219 万円
　角田農業集落排水を公共下水道に統合

総合行政情報システム更新 ・ 戸籍事務の電算化…8,132 万円
　システム更新、電算化により質の高い行政サービス提供
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第５次総合計画後期実施計画がスタート　
　平成２３年度より、「第５次総合計画　後期実施計画」がスタートしました。
　この後期実施計画は、平成２３年度から２６年度までにおける、政策の基本目標や実施事業の内容を具体
的に整理した、今後４年間のまちづくりの指針となるものです。
　計画策定に当たっては、昨年、半年間をかけて、「町民意識・満足度調査」、「各地域・団体のみなさんとの
懇談会」、「議会一般会議」など経てまとめ上げられたもので、町民、議会、行政それぞれが、「次代に誇れる
ふるさと栗山」の実現に向け、目標を共有した結果であります。
　計画では、前期実施計画（平成２０年度～２３年度）からの継続事業に加え、新たに実施する事業が盛り
込まれていますが、これらはすべて、町財政計画との整合性が図られています。



生活と環境
みんなで守ろう美しいまち
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4月9日土 10：00 ～ 16：00 ／ 10日日 10：00 ～ 15：00

　　無料巡回バスを運行します！
バス発着場

･ ＪＲ栗山駅
･ 駅前商店街　まちの駅「栗夢プラザ」前（中央 3）
･ ホテルパラダイスヒルズ（湯地）
･ 栗山公園（桜丘 2）

※「ＪＲ栗山駅」から酒蔵まつり・きびだんごま
つり会場までは徒歩となります。

✿第13回きびだんごまつり
   会場：谷田製菓㈱（錦 3）☎ 72-1234

◦工場見学、昔ながらのきびだんご作り実演
◦きびだんごの試食
◦栗山銘菓の販売、さらさらレッド玉葱味噌ラー
　メンの販売

✿第23回酒蔵まつり
会場：小林酒造㈱（錦 3）☎ 72-1001

◦年に一度の酒蔵見学
◦搾りたて生酒、にごり酒の無料試飲
◦縁日、飲食屋台（海鮮焼き、キノコ汁、そば、焼

きそばなど）
◦郷土芸能（角田獅子舞、よさこい共演、和太鼓）
◦酒の郷なつかしホール、昭和暮らし展

✿本格手打ちそばまつり
   会場：まちの駅「栗夢プラザ」（中央 2）☎ 73-5515

◦手打ちそばの販売（お持ち帰り可）
◦北の錦試飲会
◦まちの駅オリジナルおみやげセットの販売

✿「吟醸 酒風呂」
◦小林酒造のモロミ（酒粕）を活かした風呂
         会場：天然温泉くりやま（湯地）☎ 72-1123
　　期　間：４月８日㈮～ 10 日㈰　3 日間
　　時　間：7:00~22:00
　　入浴料：大人 550 円　小学生 250 円

　　ふるさと道あんないスタッフ募集！
くりやま老舗まつり期間中、ＪＲ栗山駅や無料巡
回バスの中で来場者にイベントや栗山町内の案内
を担当する応援スタッフを募集します。

・活動日時
　4 月 9 日㈯ 9:00 ～ 17:00
　4 月 10 日㈰ 9:00 ～ 16:00
　※ご都合のよい時間帯のみの活動でも結構です。
　※前日の 8 日㈮ 16:00 から１時間ほどの事前打

　ち合わせにも参加いただきます。
・時給
　700 円

・募集要件
　年齢 18 歳以上の方（高校生不可）

・申込先・問い合わせ
　谷田製菓㈱　☎ 72-1234

 くりやま老舗まつり✿
✿

✿
✿✿✿

４月 17 日（日）午前７時から

全町一斉清掃

■
日　

時

　

4
月
17
日
㈰  

午
前
7
時
～

※
午
前
6
時
45
分
に
打
ち
上
げ
花
火
で
合

図
し
ま
す
（
小
雨
決
行
、
雨
天
中
止
）。

※
詳
し
く
は
、
各
町
内
会
・
自
治
会
経
由

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

春
の
全
町
一
斉
清
掃

春
の
火
災
予
防
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す

■
野
犬
掃
と
う

　

期　

間　

4
月
1
日
㈮
～
9
月
30
日
㈮

　

場　

所　

町
内
全
域

※
期
間
中
は
、
離
さ
れ
て
い
れ
ば
野
犬
と
し

て
処
理
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射

　

対　

象　

生
後
３
ヵ
月
以
上
の
飼
い
犬

　

月　

日　

4
月
8
日
㈮
～
10
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　

15
日
㈮
～
17
日
㈰

　

※
時
間
、
場
所
は
今
月
号
折
込
チ
ラ
シ
を

　
　

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

※
初
め
て
の
犬
は
新
規
登
録
も
行
い
ま
す
。

　

注
射
料　

３
０
４
０
円

　

登
録
料　

３
０
０
０
円（
新
規
登
録
の
み
）

■
堆
肥
「
栗
肥
土
」
春
の
特
別
販
売

　

日　

時　

4
月
９
日
㈯
、
23
日
㈯　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　

場　

所　

町
役
場
車
庫
前

　

価　

格　

10
㎏
袋　

３
０
０
円

　
　
　
　

○
期　

間

　

４
月
20
日
㈬
～
30
日
㈯

○
統
一
標
語

　
「
消
し
た
か
な
」
あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉

　

消
防
で
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
未
設

置
住
宅
へ
の
設
置
を
粘
り
強
く
働
き
か
け
、

ポ
ス
タ
ー
配
布
、
啓
発
な
ど
予
防
Ｐ
Ｒ
を

実
施
し
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器　

　
　

全
面
義
務
化
ま
で　

あ
と
２
カ
月　

　

近
年
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
減

少
を
図
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
一
般
の
ご
家
庭
に
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
義
務
の
意
味
を
辞
書
で
引
く
と

「
当
然
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
と
あ

り
ま
す
。

　

絶
対
に
火
災
を
起
こ
さ
な
い
と
断
言
で

き
る
人
は
い
る
で
し
ょ
う
か
。
人
は
い
く

ら
気
を
付
け
て
い
て
も
物
忘
れ
や
不
注
意

か
ら
火
災
を
出
し
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
ぜ
ひ
早
期
に
火
災
を
知
ら
せ
る
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

資
源
ご
み
の
無
断
持
ち
去
り
は
禁
止
で
す
！

　

皆
さ
ん
が
分
別
し
て
出
し
た
ア
ル
ミ
缶
な

ど
の
資
源
ご
み
が
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
無
断
で
持
ち
去
ら
れ
て
い
る
と
い
う
残
念

な
話
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
ご
み
で
も
、
持
ち
去
る

と
罪
に
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
町
で
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
無
断
持
ち
去
り
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

 【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

先
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
一
般

廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
事
業
所
の
中
で
一
部

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

　

誤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
㈱
（
中
央
３
）　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎　

�
３
２
０
０

　

正

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
㈱
（
中
央
３
）

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎　

�
３
２
０
０

　くりやま老舗まつり実行委員会では、３月に発生しました東北地方太平洋沖地震における現地の惨状を
考慮し、イベント開催の是非を検討いたしました。
　しかし今、私たちが『被害に遭われた方たちのために具体的に何ができるのか』が大切であり、このイ
ベントを通して少しでも被災者の方のお役に立てるのであれば、行動を起こすべきであると判断し、今回
の開催を決定いたしました。
　実行委員会では各会場において義援金箱を設置すると共に、収益金の一部を義援金として使わせていた
だきたいと考えております。ご来場の皆さま、関係者の皆さまにも、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

【問い合わせ】　町環境生活課　
環境対策グループ☎� 7511
生活安全グループ☎� 7510



　

今
年
１
月
に
公
表
さ
れ
た
平
成
22
年
全
国

消
費
者
物
価
指
数
の
実
績
値
が
、
前
年
比
で

０
．
７
ポ
イ
ン
ト
下
落
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
平
成
23
年
４
月
よ
り
各
手
当
額

が
減
額
と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
】

・
全
額
支
給
（
月
額
）
４
１
，
５
５
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
４
１
，
７
２
０
円
）

・
一
部
支
給
（
月
額
）

　
　

４
１
，
５
４
０
円
～
９
，
８
１
０
円

  （
旧
４
１
，
７
１
０
円
～
９
，
８
５
０
円
）

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

・（
１
級
）
５
０
，
５
５
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
５
０
，
７
５
０
円
）

・（
２
級
）
３
３
，
６
７
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
３
３
，
８
０
０
円
）

【
特
別
障
害
者
手
当
】

・（
月
額
）
２
６
，
３
４
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
２
６
，
４
４
０
円
）

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

・（
月
額
）
１
４
，
３
３
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
１
４
，
３
８
０
円
）

【
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）】

・（
月
額
）
１
４
，
３
３
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
１
４
，
３
８
０
円
）

　　

今
年
度
よ
り
、
町
内
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

に
、
お
誕
生
を
お
祝
い
し
、
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
、
誕
生
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

　

出
生
届
け
を
さ
れ
る
際
に
、
ご
案
内
い
た
し

ま
す
が
、
町
外
で
出
生
届
け
を
さ
れ
る
方
な
ど

は
個
別
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
対
象
者
〕

平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
て
、
栗

山
町
に
住
民
登
録
を
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

〔
開
始
期
日
〕

平
成
23
年
４
月
１
日
～

〔
申
請
な
ど
〕

住
民
登
録
後
に
町
よ
り
ご
案
内
し
ま
す
の

で
、
申
請
は
不
要
で
す
。

　

児
童
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
子
育
て
事

業
を
推
進
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
囲
碁
、
将
棋
の
相
手
や
託
児
の

子
ど
も
が
キ
ラ
キ
ラ
育
つ
ま
ち

ま
ち
と
い
う
名
の
家
族

－問い合わせ－
町住民福祉課福祉・子育てＧ

☎� 2222

26

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
事
業

27

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　「
ス
キ
ッ
プ
」
☎
�
１
２
８
０

　
【
ひ
よ
こ
グ
ル
ー
プ
】

日　

時　

４
月
12
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内　

容　

親
子
遊
び
・
プ
レ
イ
バ
ル
ー
ン

対　

象　

０
歳
～
1
歳
5
カ
月
児

　
【
こ
あ
ら
グ
ル
ー
プ
】

日　

時　

４
月
26
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内　

容　

こ
い
の
ぼ
り
製
作

対　

象　

1
歳
６
カ
月
児
～
就
学
前　

　
【
パ
ク
モ
グ
相
談
】

日　

時　

４
月
15
日
㈮

午
前
11
時
～
正
午　

内　

容　

栄
養
相
談

対　

象　

就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
【
土
曜
開
放
】

日　

時　

４
月
23
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

内　

容　

10
時
～
11
時　

自
由
遊
び

　
　
　
　

11
時
40
分
～
絵
本
読
み

対　

象　

就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
【
育
児
サ
ー
ク
ル
ま
め
っ
こ
】

日　

時　

４
月
７
日
㈭
・
21
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～

内　

容　

７
日
㈭　

自
己
紹
介
・
絵
本
読
み

　
　
　
　
　
　
　
　

自
己
紹
介
カ
ー
ド
作

あ
そ
び
の
広
場

…
問
い
合
わ
せ
は
各
施
設
へ
…

り
・
会
食
会

　
　
　
　

21
日
㈭　

風
船
で
遊
ぼ
う

対　

象　

就
学
前
の
親
子

【
子
育
て
講
座
】

　
「
お
は
な
し
ル
ー
ム

　
　
　
　
　

～
絵
本
っ
て
お
も
し
ろ
い
」

日　

時　

４
月
18
日
㈪

午
前
11
時
～
11
時
30
分

場　

所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
1
階
研
修
室

内　

容　
「
親
子
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」

講　

師　

栗
山
町
図
書
館

　
　
　
　

土
井
道
子
館
長
と
司
書
の
皆
さ
ん

対　

象　

就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

申
込
み　

4
月
14
日
㈭
ま
で

　

※
こ
の
日
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放

　
　

は
午
後
1
時
ま
で
で
す
。

栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園
☎
�
１
４
５
９

【
な
か
よ
し
広
場
】　
☎
�
４
９
１
４　

日　

時　

４
月
23
日
㈯

午
前
９
時
～
午
後
１
時

内　

容　

作
っ
て
遊
ぼ
う
・
み
ん
な
で
カ

レ
ー
を
食
べ
よ
う

対　

象　

3
歳
～
小
学
生

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
み　

4
月
19
日
㈫
ま
で

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

4
月
の

●材料（４人分）
　スパゲッテイ 320 ｇ　キャベツ 1/4 個　
　玉ねぎ 1/2 個　ベーコン３枚　
　サラダ油大さじ２　卵２個　牛乳 300㏄
　粉チーズ大さじ３　塩こしょう少々

子どもと一緒においしく…栗産栗消

キャベツのパスタ・カルボナーラ

いただきます！くりやま
●作り方
① 鍋にたっぷりの湯を沸かし、１リットルに対

して小さじ１の塩（分量外）を加えてスパゲッ
ティをゆでる。

② キャベツはざく切り、玉ねぎは薄切り、ベー
コンは５ｍｍ幅に切る。

③ フライパンに油を熱し、ベーコン、キャベツ、
玉ねぎを炒め、全体にしんなりしたら牛乳を
加えてひと煮立ちさせ、粉チーズを加え、塩、
こしょうで味を調える。

④ ③にゆで上がったスパゲッティを加え混ぜ、
溶き卵を加えて手早く混ぜる。

※卵を入れてから加熱しすぎると卵がぽろぽろ
になるので注意

　　（１人分　６４０キロカロリー）

町地域医療・保健対策室　栄養士　高橋　恵里子

施　設　名 内　容 対　象 曜　日 ・ 時　間

子育て支援センター 「スキップ」

　児童センター内　☎� 1280　

育児サークル 「まめっこ」

　児童センター内　☎� 1280　

一般開放

ひよこグループ

こあらグループ

子育て講座

パクモグ相談

休日開放

親子あそび

未就学児

0 歳～ 1 歳 5 カ月

1 歳 6 カ月～ 3 歳

子育て中の保護者

センター利用者

未就学の幼児、 家族

未就学の幼児、 家族

月～金曜日　10:00 ～ 15:00

第 2 火曜日　10:30 ～ 11:30

第 4 火曜日　10:30 ～ 11:30

毎月の広報でご確認ください

第 3 金曜日

第 4 土曜日　10:00 ～ 11:00

第１ ・ 3 木曜日　10:30 ～ 12:00

子ども発達サポートセンター

　しゃるる内　☎� 2260
一般開放 幼児とその兄弟 木曜日　9:00 ～ 12:00

栗山町図書館　

　☎� 6055
木曜お話会 幼児 木曜日　11:00 ～ 11:30

栗山いちい保育園　

　☎� 1572
保育園開放

ぴよぴよサークル

のびのびサークル

未就園児

1 歳 6 カ月未満

1 歳 6 カ月～未就園児

水曜日　10:00 ～ 11:00

毎月の広報でご確認ください

毎月の広報でご確認ください

角田保育所　

　☎� 1706
保育所開放

いちごクラブ

未就園児

1 歳～未就園児

火曜日　10:00 ～ 11:00

第 4 木曜日　10:00 ～ 11:00

継立保育所　

　☎� 2032
保育所開放

わくわく広場

未就園児

1 歳 6 月～未就園児

月曜日　10:00 ～ 11:00

毎月の広報でご確認ください

栗山めぐみ幼稚園　

　☎� 1459　☎� 4914
なかよし広場

幼児 ・ 小学生 ・ 高校生

と高齢者

月 1 回土曜日

毎月の広報でご確認ください

各
種
手
当
額
が
改
定
に
な
り
ま
す

手
伝
い
な
ど
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
児
童
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

内　

容   

小
学
1
年
～
3
年
生
に
将
棋
、
囲

碁
、
あ
や
と
り
な
ど
の
相
手

　

時　

間   

月
～
土
曜
日

午
後
3
時
30
分
～
4
時
30
分

　

年　

齢   
中
学
生
～
大
人
の
方

　

問
い
合
わ
せ　

児
童
セ
ン
タ
ー

☎
�
０
８
０
１

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

内　

容　

講
座
・
講
演
会
開
催
時
の
託
児

　
　
　
　

な
ど
の
お
手
伝
い

時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
１
時
間
程
度

※
お
母
さ
ん
が
研
修
・
講
習
を
受
け
て
い

る
間
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

抱
っ
こ
を
し
た
り
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
齢
は
0
歳
～
3
歳
前
後
の
お
子
さ
ん

で
す
。

　

問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
１
２
８
０

※
詳
細
に
つ
い
て
は
各
施
設
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

※このコーナーは次回より担当者が代わります。
「地産地消」は、地場産業の活性化、食の安全、

安心、旬で栄養価の高いものを食べられるな
どの価値があります。栗山町でとれたものを
食べて、地域と、そこに暮らす皆さんが元気
に、健康に過ごせますように！今までありが
とうございました。
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◦◦◦ま ち の ひ ろ ば◦◦◦

４ 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は消費生活相談室へ
■日時╱毎週月・木曜日

13：00 ～ 16：00
■場所╱勤労者福祉センター
■栗山消費者協会╱☎�3581

消費者ホットライン　☎ 0570-064-370
※音声ガイダンスに従って郵便番号などを入力すると、お近くの相談室につながります。

【問い合わせ】町くりやまブランド推進室　☎ �7516

2011 栗山公園だより４月号　vol.36

栗山町消費生活相談室が

　南空知４町（栗山町・由仁町・長沼町・南幌町）では、悪質商法
などによる消費者のさまざまな被害やトラブルに対応する相談窓口
として、南空知４町の町民を対象に「南空知
消費生活相談室」を開設します。
　最近はあらゆる手口で高齢者を中心に被
害が多発している悪質商法。どんなに小さ
な事でも早期解決のため、お気軽にご相談
ください。

おっさんロックカーニバル
日時／ 4月5日㈫　
開場18：00 ～　開演18：30～
前売券／ 1,000 円
主催／ ASAHIDAI　音楽振興会

くりやま老舗まつり
本格手打ちそばまつり会場
日時／ 4月9日㈯～ 10日㈰
☆酒蔵まつり限定酒販売
☆北の錦試飲会・甘酒サービス
☆栗まんじゅう・きびだんごなどの販売
☆きびだんごサンプルプレゼントなど

ジュエリーフラワー春の教室
日時／ 4月16日㈯ 10：00、13：00
　　　  2 回レッスン
講師／日本ジュエリーフラワー認定講師
　　　生駒  園子 氏
受講料／ 4,500 円　

東北地方太平洋沖地震お見舞いコンサート
元気!!少女民謡ユニット「み・せ・た」
日時／ 4月17日㈰　
開場14：30 ～　開演15：00～
入場料／大人 1,000 円　小人 200 円

大好評！手打ちそば
毎週金曜日は、おそばの日！
4 月は、1日･8日･15日・22日・29日です。

栗夢プラザ街かど介護相談
日時／ 4月22日㈮ 　11：00 ～
物忘れチェック・ストレス度チェックなど

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ �5515・℻ �5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　9：30 ～ 17：30
土・日・祝　9：30 ～ 17：30

ホール・会議室をご利用ください！
サークルや各種団体、商品の展示

会などのご利用をお待ちしていま
す。お気軽にご相談ください。

4 月 1 日より
新たに　

【問い合わせ】
栗山公園案内所　☎ �0706
指定管理者　たかはしダリア

● 29 日のスケジュール
10：00 ～　先着 200 人のお子さんに「お

菓子」プレゼント！（お一
人１個）

11：00 ～　先着 100 人の大人の方に「ダ
リアの球根」プレゼント！

（お一人１個）

ポニーやうさぎにえさをあげれる、『パクパクタイム』など、
さまざまなステージを用意しています。

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop▲今年の桜はいつ咲くでしょうか？

栗山公園・なかよし動物園が
 　 ついにオープン！

し
ま
す
。）

　

こ
れ
か
ら
接
種
を
開
始
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
２
回
目
・
３
回

目
の
接
種
者
を
優
先
し
て
い
る
た

め
、
接
種
開
始
は
、
７
月
か
ら
８

月
こ
ろ
に
な
る
予
定
で
す
が
情
報

が
入
り
次
第
、
改
め
て
ご
案
内
し

ま
す
。

　

今
年
度
の
栗
山
町
の
接
種
費
用

助
成
の
対
象
者
は
、
左
表
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
接

種
を
開
始
し
て
い
な
い
方
に
つ
い

て
は
、
情
報
が
入
り
次
第
、
改
め

て
ご
案
内
し
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
、
ワ
ク
チ
ン
不

足
に
よ
り
接
種
で
き
な
か
っ
た
中

学
3
年
生
に
つ
い
て
は
、
高
校
１

年
生
に
な
っ
て
か
ら
の
接
種
に
つ

い
て
も
補
助
対
象
に
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期　間 妊娠初期～ 23 週 23 週～ 35 週 妊娠 36 週～出産

健診回数 1 回目～ 4 回目 5 回目～ 10 回目 11 回目～ 14 回目

受診間隔 4 週間に 1 回 2 週間に 1 回 1 週間に 1 回

毎回共通する
基本的な項目

●健康状態の把握・・・妊娠週数に応じた問診・診察などを行います。
●検査計測・・・妊婦さんの健康状態と赤ちゃんの発育状態を確認するための基本検査を行います。
基本検査例：子宮底長、腹囲、血圧、浮腫、尿検査、体重（身長）
●保健指導・・・妊娠期間をすこやかに過ごすため食事や生活に関するアドバイスを行うとと
もに、妊婦さんの精神的な健康に留意し、妊婦・出産・育児に対する不安や悩みの相談に応じ
ます。

必要に応じて行う
医学的検査

●血液検査（初期に 1 回）
血液型、血算、血糖、B 型肝炎
抗原、C 型肝炎抗体、HPV 抗体、
梅毒血清反応、風しんウィル
ス抗体
●子宮がん健診（初期に 1 回）
●超音波検査（期間内に 1 回）

●血液検査（期間内に 2 回）
● B 群溶血レンサ球菌

（期間内に１回）
●超音波検査

（期間内に 2 回）

●血液検査（期間内に 1 回）
●超音波検査

（期間内に 3 回）

●血液検査（妊娠 30 週までに１回）
HTLV-1 抗体検査
●クラミジア検査（妊娠 30 週までに１回）

町では妊娠の届出がのあった方に対し、安心して妊娠・出産ができるよう 14 回分の妊婦健診（無
料）の受診券をお渡ししています。定期的に健診を受けて丈夫な赤ちゃんを出産しましょう。

対象 生年月日
中学校 3 年生

の女子
平成 8 年 4 月 2 日生～

平成 9 年 4 月 1 日生

中学校 2 年生
の女子

平成 9 年 4 月 2 日生～
平成 10 年 4 月 1 日生

中学校 1 年生
の女子

平成 10 年 4 月 2 日生～
平成 11 年 4 月 1 日生

小学校 6 年生
の女子

平成 11 年 4 月 2 日生～
平成 12 年 4 月 1 日生

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　
　町地域医療・保健対策室
　☎ �2256

４２９（金・祝）
10：00 ～

▲毎年、大盛況！長蛇の列！

※ 30 日のスケジュールやくわしいイベント情
報は、下記のホームページでご確認ください。

29 日（金・祝）
30 日㈯は

相談無料

　すこやかな
　　妊娠と 出産のために定期健診！

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

（
H
P
V
）
の
お
知
ら
せ

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道

で
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
（
H
P
V
）
は
、
昨
年
11
月
か

ら
全
国
的
に
公
的
助
成
が
開
始
さ

れ
、
急
速
な
需
要
の
増
大
に
対
応

で
き
ず
、
供
給
不
足
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

（
H
P
V
）
は
、
3
回
の
接
種
間

隔
を
守
っ
て
接
種
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
た
め
、
既
に
接
種
を
開

始
し
た
方
へ
の
２
回
目
・
３
回
目

の
接
種
を
優
先
し
て
い
ま
す
。
初

回
接
種
が
済
ん
で
い
る
方
の
分
に

つ
い
て
は
、
各
医
療
機
関
に
お
い

て
、
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
し
て
い
ま

す
の
で
接
種
し
て
さ
い
。（
で
き

る
だ
け
、
初
回
接
種
を
受
け
た
医

療
機
関
で
接
種
す
る
よ
う
お
願
い

「健康のコラム」は都合により、4 月号ではお休みします。
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平成 23 年 4 月 1 日現在
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学校職員の異動　４月１日付北海道教育委員会発令

【転　入】（　）内は前任校
　■校長
　　栗山小　秋元　修司（上砂川：上砂川中）
　　角田小　千葉　　潤（岩見沢：メープル小）
　■教頭
　　継立小　山内　一民（美唄：東栄小）　
　■教諭　
　　栗山小　長谷　宣子（美唄：東小）　
　　　　　　柳川　玲子（長沼：長沼中央小）
　　　　　　五十嵐正規（岩見沢：東小）
　　　　　　冨樫いずみ（岩見沢：美園小）
　　　　　　北島　桂子（芦別：上芦別小）　　
　　継立小　石垣　朋子（岩見沢：北村小）
　　　　　　池田　　淳（深川：深川小）
　　　　　　三好　考央（岩見沢：南小）
　　　　　　成瀬　　聡（岩見沢：美園小）
　　　　　　淺井真理子（南幌：夕張太小）
　　栗山中　松浦由佳里（長沼：中央長沼中）
　　　　　　奥村　弘美（岩見沢：栗沢中）
　　継立中　石倉　　陽（岩見沢：豊中）
　　　　　　赤坂　昌子（南幌：南幌中）
　■事務職員
　　栗山小　中村修太朗（深川：納内中）

【転　出】（　）内は新任校
　■校長
　　栗山小　杉野　幹夫（岩見沢：光陵中）
　　角田小　南條　　宏（夕張：夕張中）
　■教頭
　　継立小　菊池　精一（芦別：野花南小）
　■教諭
　　栗山小　開発　弘子（岩見沢：第一小）
　　　　　　澤口　純一（岩見沢：栗沢小）
　　　　　　菅原　一毅（滝川：滝川第二小）
　　　　　　三上　　恵（奈井江：江南小）
　　角田小　金田由美子（岩見沢：南小）
　　継立小　斎藤　正樹（南幌：南幌小 定年退職再任用）
　　　　　　小野　雅子（岩見沢：第二小）
　　　　　　荒島さゆり（千歳：北陽小）

　　
　　栗山中　青木　典子（岩見沢：光陵中）
　　　　　　横山　宏樹（日高教育局：日高町教委）
　　継立中　播磨　智子（夕張：夕張中）
　　　　　　
　■事務職員
　　栗山小　倉島　　將（岩見沢：東小 再任用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　南空知消防組合職員配置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 23 年 4 月 1 日現在

≪消 防 本 部≫

【退　職】
古俣　　茂
中山　哲夫

町職員の異動
【総務課】

　■課勤務
　　主　事　吉村　　航（新採用）
　　主　事　原田　恭平（新採用）

【地域医療・保健対策室】
　■室勤務
　　保健師　石丸　恵理（新採用）
　　管理栄養士　上西　洵子（新採用）

（４月１日付）

【退　職】

鴨野　良治
太田　政志
和田　昌代
知野　　結

【建設水道課】
　■兼ねて建設水道課長事務取扱
　　副町長　岩田　美春

※平成 23 年度の人事異動は、５月１日付けでも予定しています。

④

※
自
治
区
構
想
の
モ
デ
ル
地
区
「
継
立
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
活
動

内
容
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

第
４
回
目
は
「
敬
老
会
」
の
敬
老
会
で
す
。

　
「
こ
の
会
を
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
る
…
」
そ
ん
な
声
の
聞
か
れ
る
、
継

立
町
内
連
合
会
（
木
内
勲
雄
会
長
）
主
催
の
敬
老
会
が
３
月
６
日
、
南
部

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
椿
原
町
長
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

お
よ
そ
60
人
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
木
内
会
長
が
「
年
々
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
協
力
し

合
っ
て
住
み
や
す
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。
会
場
に
は
、
お
い

し
い
料
理
や
お
酒
が
な
ら
び
、
踊
り
や
唄
も
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
高
齢
者
の
方
々
と
懇
親
を
深
め
、
高
齢
者
が

活
性
し
て
い
け
る
地
域
に
し
よ
う
と
の
呼
び
か
け
の
中
、
参
加
し
た
鵜
川

悦
子
さ
ん
（
76
歳
）
は
「
継
立
は
皆
が
仲
良
し
で
楽
し
い
地
域
で
す
。
元

気
に
皆
で
集
ま
っ
た
の
で
と
て
も
楽
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

継
立
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

つ
ぎ
た
て
だ
よ
り

連載中！

道
主幹

下　勝美

消 防 課 総 務 係

消 防 団 係

藤
係長

森　信也

酒
係長

井　直樹

警 防 係 芦
係長

田　俊之

生 活 安 全 課

三
課長

田　文彦

服
課長

部　伸一

救 急 救 助 係 脇
第1係長

島　　忠

皆
第2係長

川　　隆

予 防 係

生 活 指 導 係

長
係長

嶋　　崇

難
第2係長

波　昌志

高
主査

松　　徹 堀　　佑輔・藤井　英樹

鈴木　　大・宮坂　貴史

小林　貴広・榎本　　功

五十嵐宏史・増井　聖也

松
（新採用）

村　和人

田村　亮太

大谷　　優・大田　泰暢

永杉　竜児・冨澤　隆志

倉島　　誠・古野　修司

総 務 係

中
係長

山　和志

総 務 課

岡
課長

山　　隆 財 政 係

中
係長

谷　鉄也

職 員 係 桐
係長

越　浩志

予 防 係警 防 課

警 防 係板
課長

東　晴彦

斉
係長

藤　敏文

道
係長（兼務）

下　勝美

仁木　雅浩

消 防 長

富澤　龍男

署 長

得地　康則

≪消 防 署≫

【スタッフ】

永
第1係長

坂　孝弘

梅
主査

津　茂治
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▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

平
成
22
年
度
と
し
て
、
北
学
田
公
民
館
改
修

に
か
か
る
補
助
金
と
移
動
図
書
館
車
更
新

事
業
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
22
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）

６
９
８
５
万
円
５
千
円
を
減
額
し
、
総
額

87
億
９
７
２
０
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
各
事
業
費
の
確
定
に
よ
る
減

額
や
、
移
動
図
書
館
車
の
購
入
費
、
除
雪
対

策
費
の
追
加
な
ど
で
す
。

▼
平
成
22
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

1
億
８
８
７
万
円
を
減
額
し
、
総
額

18
億
３
３
２
４
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
療
養
諸
費
お
よ
び
高
額
療
養

費
の
確
定
見
込
に
よ
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
22
年
度
栗
山
町
下
水
道
事
業
特
別
会

　

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

1
億
２
９
９
１
万
９
千
円
を
追
加
し
、
総
額

９
億
２
０
７
４
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
委
託
料
・
工
事
請
負
費
の
減

額
と
、
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
に

よ
る
借
換
元
金
の
追
加
な
ど
で
す
。

▼
平
成
22
年
度
栗
山
町
農
業
集
落
排
水
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

34
万
６
千
円
を
減
額
し
、
総
額

１
億
２
２
２
１
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

議

案

第 2回栗山町議会定例会において

次の議案が審議されました。　　

　　　　　　　（３月 1日招集）平成 23 年第 2 回定例会

内
容
は
、
給
料
の
追
加
並
び
に
職
員
手
当
お

よ
び
長
期
債
償
還
利
子
の
減
額
で
す
。

▼
平
成
22
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

１
０
１
万
６
千
円
を
減
額
し
、
総
額

１
億
５
５
９
７
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
職
員
人
件
費
お
よ
び
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
等
整
備
費
の
減
額
な
ど
で
す
。

▼
平
成
22
年
度
栗
山
町
介
護
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
４
号
）

１
０
５
１
万
８
千
円
を
減
額
し
、
総
額

12
億
７
２
３
２
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
・
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
費
の
減
額
な
ど
で
す
。

▼
平
成
22
年
度
栗
山
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

１
３
９
万
９
千
円
を
追
加
し
、
総
額

１
億
６
９
６
４
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
確
定
に
よ
る
追
加
な
ど
で
す
。

▼
平
成
22
年
度
栗
山
町
水
道
事
業
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

収
益
的
支
出
か
ら
１
７
０
万
円
を
減
額
し
、

支
出
総
額
３
億
８
４
９
５
万
７
千
円
、
資

本
的
収
入
に
７
８
７
万
１
千
円
を
追
加
し
、

収
入
総
額
２
１
９
０
万
４
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の
一
部
変
更
に

　

つ
い
て

平
成
23
年
度
予
算
に
か
か
る
主
要
事
業
の

追
加
７
件
で
、
平
成
23
年
度
各
会
計
予
算
審

査
特
別
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
本
会
議
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
予
算
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
、
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
予
算
、
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別
会

計
予
算
、
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
、
水
道
事
業
会

計
予
算

　

以
上
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
各
会
計

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
本

　

会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

職
員
の
給
与
か
ら
の
控
除
に
関
す
る
規
定

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

老
人
保
健
特
別
会
計
を
廃
止
す
る
に
あ
た

り
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
農
業
教
育
振
興
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
運
用
収
益
に
つ
い
て
本
基
金
へ
編
入
す
る

た
め
改
正
す
る
も
の
で
ま
す

▼
栗
山
町
中
山
間
ふ
る
さ
と
・
水
と
土
保
全

対
策
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

国
営
造
成
施
設
管
理
体
制
整
備
促
進
事
業

に
充
当
し
て
き
た
基
金
に
つ
い
て
、
平
成
22

年
度
に
利
息
を
含
む
基
金
全
額
を
充
当
し

た
こ
と
か
ら
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
、
平
成
23
年

議会の動き

４
月
以
降
も
引
き
続
き
維
持
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
支
給
額
を
35
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。

▼
栗
山
町
廃
棄
物
の
減
量
及
び
処
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

廃
棄
物
の
処
理
に
関
し
て
、
不
適
正
処
理
が

依
然
と
し
て
改
善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
土
地
所
有
者
な
ど
に
対
す
る
努
力
義
務

規
定
を
追
加
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で

す
▼
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

構
成
市
町
村
の
変
更
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
改

正
す
る
も
の
で
す
。

▼
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

朝
日
35
号
線
、
介
護
福
祉
学
校
通
り
の
２
路

線
を
新
た
に
認
定
す
る
も
の
で
す

▼
平
成
22
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
12
号
）

３
０
６
６
万
１
千
円
を
減
額
し
、
総
額

87
億
６
６
５
４
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
国
の
緊
急
総
合
経
済
対
策
に

係
る
「
地
域
活
性
化
交
付
金
事
業
」
の
事
業

費
確
定
に
係
る
補
正
な
ど
で
す
。

▼
平
成
22
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

６
万
５
千
円
を
減
額
し
、
総
額

１
億
５
５
９
０
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
多
目
的
教
室
冷
暖
房
整
備
事
業
の

精
算
に
よ
る
減
額
で
す
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
栗
山
町

職
員
の
通
勤
手
当
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

財
政
健
全
化
の
観
点
か
ら
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
実
施
し
て
い
る
職
員
給
与
の
削
減

項
目
の
う
ち
、
住
居
手
当
、
管
理
職
手
当

お
よ
び
通
勤
手
当
の
削
減
期
間
を
１
年
間

延
長
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例 

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の
定
数
を
６
人

か
ら
5
人
と
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
、

議
員
提
案
に
よ
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
議
会
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例 

正
副
議
長
の
選
出
に
つ
い
て
、
そ
の
選
出

の
過
程
を
町
民
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
改

正
す
る
も
の
で
、
議
員
提
案
に
よ
る
も
の

で
す
。

▼
栗
山
町
立
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

角
田
保
育
所
の
閉
所
に
関
す
る
も
の
で
、

産
業
福
祉
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
本

会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
土
地
開
発
公
社
予
算

の
報
告
に
つ
い
て

▼
平
成
23
年
度
財
団
法
人
栗
山
町
農
業
振
興

公
社
事
業
計
画
の
報
告
に
つ
い
て

▼
角
田
保
育
所
・
閉
所
計
画
に
反
対
す
る
陳

情産
業
福
祉
常
任
委
員
会
よ
り
報
告
が
あ
り

不
採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

▼
地
域
医
療
存
続
の
た
め
の
医
師
確
保
に
関

す
る
意
見
書

　

本
件
は
可
決
さ
れ
、
関
係
省
庁
へ
提
出
さ
れ

ま
す
。

報

告

陳

情

意
見
書



あなたもまちづくりに参加しませんか！

～　指定管理者評価委員会の委員 を募集します ～

　町では、平成 20 年度から平成 22 年度までの３年間、

指定管理者評価委員会を設置し、指定管理者による施設

の適正な管理運営や利用者サービス向上の取組などにつ

いて、毎年評価を行ってきました。

　本年４月から新たな指定期間が始まることに合わせて、

これまで以上に町民の皆さんに参画していただき、町民

目線による評価を行っていくため、新たな指定管理者評

価委員会を設置します。

　つきましては、評価作業を行う評価委員会委員を次の

とおり募集します。多くのご応募をお待ちしています。

◆応募資格
　町内に居住されている満 20 歳以上の方。ただし、
指定管理者応募団体の関係者は応募できません。
◆募集人員
　2 人（評価委員会は公募委員のほか、数名の推薦
委員などで構成する予定です）
◆募集方法
　専用の申込書に必要事項を記入し、経営企画課行
政経営グループへ持参もしくは郵送・ＦＡＸ・電子
メールで提出してください。申込書は経営企画課
行政経営グループに用意していますし、町のホーム
ページからもダウンロードすることができます。
　また、町ホームページから電子申請により申込す
ることもできますので、ご利用ください。
◆募集期間
　４月１日㈮～ 20 日㈬必着

◆決定
　応募理由を勘案のうえ選考により決定し、本人に
通知します。
◆任期
　評価委員の任期は平成 23 年度から平成 27 年度ま
での５年間とします。
◆委員会の開催
　評価委員会は役場の会議室で年５回程度（平日夜
間）と指定管理施設の視察を年１回程度予定してい
ます。
◆その他
　予算の範囲内で謝金（日当、交通費相当）を支給
します。申込書は返却しません。
◆問い合わせ・申込先
　町経営企画課行政経営グループ　
☎� 7503　　　ＦＡＸ� 3179
メール：gyouseikeiei-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

栗
山
町
史

　
「
平
成
史
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
」
の
販
売
に
つ
い
て

　

平
成
元
年
か
ら
平
成
20
年
ま
で
の
、
本
町

の
ま
ち
づ
く
り
や
出
来
事
を
収
録
し
て
い

る
「
栗
山
町
史  

平
成
史
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
」

を
刊
行
し
ま
し
た
。

【
町
史
概
要
】

収
録
範
囲　

平
成
元
年
～
平
成
22
年

　
　
　
　
　
（
年
表
は
平
成
20
年
ま
で
）

仕　
　

様　

Ａ
４
版
カ
ラ
ー
１
４
６
ｐ

販
売
金
額　

１
冊　

１
，
０
０
０
円

【
販
売
窓
口
】

　

町
内
公
共
機
関
（
４
カ
所
）

①
栗
山
町
役
場
（
経
営
企
画
課
）　

②
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
教
育
委
員
会
）

③
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
角
田
）

④
南
部
公
民
館
（
継
立
出
張
所
）

※
郵
送
で
の
購
入
も
可
能
で
す
。

代
金
の
納
入
と
引
き
換
え
に
発
送
い
た
し

ま
す
。（
送
料
は
負
担
い
た
だ
き
ま
す
）

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
経
営
企
画
課

　
　

地
域
政
策
グ
ル
ー
プ
☎
�
７
５
０
２
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「
自
治
基
本
条
例
」
制
定
に
向
け
た
取
組
み
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！　

　

町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
町
民
参
加
の

あ
り
方
な
ど
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
定
め
る

「
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定
に
向
け
た
準
備

を
具
体
的
に
始
め
ま
す
。

　

自
治
基
本
条
例
は
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
や
自
治
体
運
営
の
基
本
原
則
な
ど
を

定
め
た
「
ま
ち
の
憲
法
」
と
し
て
、
平
成
12

年
に
後
志
管
内
ニ
セ
コ
町
で
全
国
に
先
駆

け
制
定
さ
れ
て
以
来
、
多
く
の
市
町
村
で
制

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、「
栗
山
町
に
ふ
さ
わ
し
い

条
例(

ル
ー
ル)

」
と
は
何
か
？
な
ど
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
か
ら
条
例
に
盛
り

込
む
内
容
な
ど
の
検
討
を
始
め
、
平
成
25
年

度
の
条
例
制
定
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

５
月
に
は
、
町
民
皆
さ
ん
に
よ
る
検
討
組

織
「
町
民
会
議
」
の
設
立
に
向
け
、メ
ン
バ
ー

の
公
募
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
自
治
基
本
条
例
っ
て
何
？

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
仕
組
み
や
役
割

（
町
民
、議
会
、行
政
）
な
ど
に
関
す
る
基
本
ル
ー

ル
を
全
町
民
で
共
有
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ

て
い
く
た
め
の
原
則
を
定
め
た
自
治
体
の
最
高

法
規
（
ま
ち
の
憲
法
）
で
す
。

　

全
国
的
に
は
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」「
自

治
基
本
条
例
」
な
ど
名
称
は
様
々
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　３月 11 日の東日本を襲った大規模な地震に対し、被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。

　町では、このたびの震災を受け、姉妹都市である宮城県角田市へ支援物資 1.3 トンを送りました。ミネラ
ルウオーター（500 ミリリットル）2,400 本やマスク
960 枚のほか、町内の谷田製菓㈱さんから提供を受け
たきびだんご 1,000 本、くすりのえびなさんから提供
を受けた消毒液（235 ミリリットル）170 本です。
　また、日本赤十字社への義援金、角田市地震災害見
舞金として、それぞれ 100 万円を送りました。
　栗山赤十字病院では、医師や看護師など 6 人が 3 月

17 日から 23 日まで福島県釜石市で活動し、南空知消

防組合でも、22 日から 27 日まで宮城県石巻地区への

緊急消防援助隊として救急隊員 2 人を派遣しました。

　
　義援金の受付を下記のとおり実施しています。3 月には、およそ 70 万円の浄財が寄せられました。皆さま
から寄せられた義援金は、日本赤十字社を通じて被災地へお届けいたしますので、ご協力、ご支援をお願い
いたします。また、本町の姉妹都市であります角田市への義援金も合わせて受付をいたします。
１．受付期間　　９月 30 日（金）まで
２．受付窓口　　
　役場（１階住民福祉課）、カルチャープラザ「Ｅｋｉ」、総合福祉センター「しゃるる」、南部公民館（継立）、 
　農村環境改善センター（角田）、スポーツセンター、まちの駅「栗夢プラザ」
３．郵便振替（郵便局より直接振り込みを希望する場合）
　口座番号　「００１４０－８－５０７」
　口座名義　「日本赤十字社　東北関東大震災義援金」
※振替手数料は無料です。また、振替の半券をもって受領証となります。
※ ATM で振り込みする場合は手数料がかかりますので、ご注意ください。
４．その他
　 義援金は、所得税、町道民税の寄付金控除の対象となることがあります。控除を希望する方は、町住民福
祉課まで問い合わせください。
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まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載出来なかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

2000 円分もお得！
くりやまギフトカードプレミアム企画

3 月 6 日、栗夢プラザほか 2カ所で、特典付きくり
やまギフトカード販売が行われました。今回は 1セッ
ト 1 万円（1000 円券 10 枚）に、2000 円分がついて
くるお得なプレミアム企画！町と商工会議所、くりや
まギフトカード加盟店会が資金を出し合い、夢の企画
が実現しました。栗夢プラザで購入した山口美枝子さ
んは「2000 円分の特典は大きいです。ほかの町まで
行って買い物することも多いですが、町内で消費でき
るので良い取り組みだと思います」と話していました。

地域医療のあり方を学ぶ
くりやま地域医療シンポジウム

栗山小学校（杉野幹夫校長）の 1
年生 78 人が 3 月 4 日、むかし遊び
体験を行いました。講師に栗山地区
保護司会（村上哲会長）の 13 人を
招き、『むかし遊びの達人』として
子どもたちに、むかし懐かしい遊び
を伝授しました。子どもたちは、紙
飛行機作りや、こま回し、ゴム跳び、
メンコ、あやとり、だるまさんが転
んだを体験しました。指導にあたっ
た同会の駒谷保子さんは「今は物が
あふれている時代ですが、昔は遊び
道具がなかったので、身近にあるも
のを工夫して自分たちで作っていま
した。私が幼いころに姉妹で遊んで
いた頃を思い出してとても懐かしく
思いました。地域でも子どもたちと
触れ合う機会が少なくなったので、
私たちにとっても良い体験でした」
と話していました。

むかし遊びの達人に学ぶ
栗山小学校 1 年生

地域医療のあり方を考えようとカルチャープラザ
「Eki」で 3月 9日、くりやま地域医療シンポジウム（町
主催）が開催されました。講師に慶応義塾大学総合政策
学部准教授の秋山美紀さんを招き『地域医療を守り育て
るために』と題し講演。医療の地域格差の問題や、医師
が都市部に流れている現状などが語られました。参加し
た吉田ハルヱさん（中里）は「講師のお話を聞いて自分
が医療に甘えていると感じました。もう少し地域医療に
ついて勉強してみたいです」と話していました。

栗山町 検索
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農業を担う若者たちが
栗山町４Ｈクラブ創立50周年記念式典

信頼関係を築くことが大事
栗山町図書館文化講演会

図書館で 3月 12 日、栗山町図書館文化講演会が行わ
れ約 60 人が会場に訪れました。講師に栗山商工会議所
の会頭で松原産業株式会社の松原正和代表取締役社長を
招き「松原産業のあゆみ」と題して講演。昭和 23 年の
同社設立前から日出で造材業を行っていたことなど、か
ずかずのエピソードが話されました。また、松原さんか
ら「正直な仕事をしてこれまで生き残ってこれました。
お互いと協議しあい信頼関係を築くことがとても大事で
す」と人と人との信頼関係の重要性が語られました。

札幌交響楽団栗山町定期演奏会「札
響ひなまつりコンサート」（同実行委
員会ほか主催）が 3月 5日、町スポー
ツセンターで開催されました。23 回
目を迎えた今回は、指揮者として国内
外で活躍されている尾高忠明さんを招
き、シベリウスの交響詩「フィンラン
ディア」やグリーグの「ペール・ギュ
ント」第 1組曲など親しみある曲が演
奏され、訪れた約 850 人の観客を魅了
しました。町内の小・中学生が、オー
ケストラの素晴らしい演奏に広くふれ
られるようにと同実行委員会から無料
で招待され、お母さんと一緒に来場し
た上中里緒（りお）さん（栗山小 1年）
は「1 年半前にピアノをはじめて本格
的な音楽に興味がわきました。オーケ
ストラの演奏はとても心地よかったで
す」と話していました。

多くの観客を魅了
札響ひなまつりコンサート

農業を担う若者で構成された、栗山町４Ｈクラブが
創立 50 周年を迎え 3月 16 日、カルチャープラザ「Eki」
で記念式典・講演会が行われました。講演会ではＳＴ
Ｖラジオのアナウンサーで野菜ソムリエの室田智美さ
んを招き『今、繋がるチカラ』と題し講演。室田さん
は「信頼という人間力で、人とひとのつながりを広げ、
相手と自分の双方向で考えることがとても大事です」
と呼びかけました。また、同式典では第 40 代から 49
代の歴代会長に感謝状が贈呈されました。
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～
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。
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①
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介
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療
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②
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収
書
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①
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付
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収
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②
印　

鑑

◆
配
布
内
容　

・
オ
ム
ツ
利
用
～
茶
色
袋
35
㍑
用
1
カ
月

10
枚
、
ま
た
は
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用
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と
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１
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５
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◆
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育
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ル
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☎
�
2
2
2
2
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こ
れ
か
ら
春
に
か
け
て
の
雪
解
け
水

や
、
大
雨
な
ど
の
対
応
時
に
ダ
ム
に
設

置
さ
れ
た
水
門
か
ら
水
を
多
く
流
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
川
の
水
が
増
え
て
大

変
危
険
で
す
の
で
、
川
遊
び
、
魚
釣
り

な
ど
で
川
や
河
原
に
入
ら
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
を
流
す
時
に
は
、
サ
イ
レ
ン
・
警

報
車
で
川
の
周
囲
に
お
住
ま
い
の
方

や
、
川
の
そ
ば
に
い
る
方
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
開
発
局 

札
幌
開
発
建
設
部

　

大
夕
張
ダ
ム
管
理
所

　

☎
０
１
２
３（
5
5
）2
1
1
1

まちのおしらせ

人　口　13,456   人  （－20）
　男　　 6,311   人  （－   9）
　女　　 7,145   人  （－11）
世帯数　 6,058世帯 （－  1）

※3月1日現在、（　）内は前月比

人のうごき

５９８ｃｍ
（昨年は409ｃｍ）
※3月15日までの降雪量

降った雪の量

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
、
協
会
け
ん
ぽ
北
海

道
支
部
ま
で
お
問
合
せ
願
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

☎
0
1
1
（
7
2
6
）
0
3
5
2

http://w
w

w.kyoukaikenpo.or.jp/

　

救
急
当
番
医
療
機
関
は
、
通
常
の
診

療
時
間
帯
の
診
察
と
違
い
、医
療
ス
タ
ッ

フ
の
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ

た
治
療
し
か
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

北
海
道
で
は
、
道
民
の
皆
さ
ん
が
だ
れ

で
も
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
救
急
医
療
体
制
の
整
備
を
す
す
め

て
い
ま
す
が
、
救
急
車
で
救
急
病
院
な

ど
に
搬
送
さ
れ
る
救
急
患
者
の
数
が

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
北
海
道
支
部
の
健
康
保
険
料
率

が
、
本
年
3
月
分
（
4
月
納
付
分
）
よ

り
9
.
6
0
％
（
現
行
9
.
4
2
％
）

に
変
わ
り
ま
す
。
協
会
け
ん
ぽ
の
財
政

状
況
は
、
累
積
赤
字
を
抱
え
る
中
、
毎

年
続
く
医
療
費
の
増
加
と
、
厳
し
い
経

済
状
況
を
反
映
し
て
保
険
料
収
入
の
基

礎
と
な
る
賃
金
水
準
が
落
ち
込
ん
で
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
非
常
に
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。北
海
道
支
部
は
、

加
入
者
1
人
当
た
り
の
医
療
費
が
高
い

こ
と
か
ら
、
保
険
料
率
も
全
国
一
高
く

な
っ
て
お
り
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り

が
重
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
協
会
け
ん
ぽ
の
ホ
ー
ム
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国 民 年 金
国民年金保険料は前納がお得！
　国民年金保険料の納付には、翌年３月分ま
での保険料をまとめ払いすると割引のある
「前納制度」があります。毎月納めるよりお
得なうえ、納め忘れも防ぎとても便利です。
　たとえば、1年間分をまとめて納付する場
合、前納すると 177,040 円で、毎月納めてい
ただくよりも3,200円お得になります。なお、
納付期限は 5 月 2 日となりますので、ご注
意ください。また、6 ケ月分を前納すると
89,390 円となり、730 円お得になる 6 ケ月
前納もあります。（金額は、現金納付の場合
です）
　詳しくは役場住民福祉課住民保険グループ
までご相談ください。

【問い合わせ】
町住民福祉課住民保険Ｇ☎� 7509

infomation ４

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧

みんなの

水 道
水道使用開始の届出を忘れずに
　水道は届出制となっていて、ご連絡がな
いと水道を使用することができません。　
　通常、水道使用を開始する場合には、開
栓の作業が必要となりますので、ご連絡後
すぐには使用することができません。使用
を開始する２日前までにご連絡願います。
　ご連絡の際は、名前、住所、連絡先、使
用開始日をお知らせください。

【届出が必要です】
○住宅を新築したときや引っ越しなどで水

道を使用するとき（使用開始届）
○水道を使用しなくなったとき（使用中止届）
○使用者（納付者）が変わるとき（使用者

変更届）
○家（給水装置）の所有者が変わるとき（所

有者変更届）

■問い合わせ
町建設水道課上下水道Ｇ　☎ �7514

ダ
ム
か
ら
の
放
流
に
注
意

救
急
医
療
機
関
の
適
切
な
利

用
に
つ
い
て
の
お
願
い

どなたでも傍聴できます

農業委員会「平成 23 年度総会」のお知らせ
農業委員会は毎月 1 回、総会を開催し

ています。総会では農地の転用・賃貸借
などに関する事務を、委員の審議を取り
ながら進めています。

平成 23 年度総会の開催日程は、右記の
とおり予定されています。総会はどなた
でも傍聴することができ、議事録は総会
終了後、縦覧しています。

農地の現地調査は、総会開催日の 1 週
間前に行われますので、農地法第 3・４・
5 条などの現地調査案件は締切日までに
提出してください。

【問い合わせ】
町農業委員会事務局　☎�7518

▼平成 23年度総会開催日
月 総会日 時間 場所 締切日
4 月 27 日㈬ 9：30 ～

役場新庁舎

3階

第 1会議室

19 日㈫
5月 30 日㈪ 9：30 ～ 20 日㈮
6月 29 日㈬ 16：00 ～ 21 日㈫
7月 20 日㈬ 13：30 ～ 12 日㈫
8月 30 日㈫ 9：30 ～ 22 日㈪
9月 29 日㈭ 9：30 ～ 21 日㈬
10 月 28 日㈮ 9：30 ～ 20 日㈭
11 月 29 日㈫ 9：30 ～ 21 日㈪
12 月 28 日㈬ 15：00 ～ 20 日㈫
1月 27 日㈮ 15：00 ～ 19 日㈭
2月 28 日㈫ 9：30 ～ 20 日㈪
3月 29 日㈭ 9：30 ～ 21 日㈬

年
々
増
加
し
て
お
り
、
病
院
に
勤
務
し

て
い
る
勤
務
医
に
大
き
な
負
担
が
か
か

り
、
厳
し
い
勤
務
環
境
に
置
か
れ
て
い

ま
す
。
患
者
さ
ん
は
、
症
状
や
状
態
に

応
じ
た
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
が
、
救
急
病
院
に
か
か
る
患
者
さ
ん

の
数
が
増
え
る
と
、
本
当
に
緊
急
性
の

あ
る
患
者
さ
ん
が
、
必
要
な
治
療
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
中
か
ら
症
状
の
あ
る
方
や
、
家

庭
の
応
急
手
当
て
で
様
子
を
見
ら
れ

る
よ
う
な
、
軽
い
症
状
の
方
は
、
な

る
べ
く
通
常
の
診
療
時
間
帯
に
、
か

か
り
つ
け
医
な
ど
の
医
療
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所　

保
健
福
祉
企
画
課

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
0
1
0
3

町
指
定
ご
み
袋
無
料
配
布
制
度

全
国
健
康
保
険
協
会
の

健
康
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す



４
月
18
日
㈪
～
５
月
13
日
㈮

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

◆
受
験
資
格

・
昭
和
57
年
4
月
2
日
～
平
成
2
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
方

・
平
成
2
年
4
月
1
日
以
降
生
ま
れ
の
方

で
大
学
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
、
卒

業
す
る
見
込
み
の
方

◆
受
付
期
間

４
月
1
日
㈮
～
14
日
㈭

◆
問
い
合
わ
せ

人
事
院
北
海
道
事
務
局

　

☎
０
１
1（
2
4
1
）1
2
4
8

◆
試
験
日　

６
月
5
日
㈰

◆
場
所
・
試
験
種
類

･
札
幌
市

甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

･
岩
見
沢
市

乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

　
　
　

町
で
は
、
毎
月
第
3
水
曜
日
を
『
町

営
バ
ス
無
料
の
日
』
と
し
て
い
ま
す
。

町
営
バ
ス
の
全
路
線
が
無
料
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
無
料
の
日

4
月
20
日
㈬　

※
毎
月
第
3
水
曜
日
（
祝
祭
日
と
重

な
っ
た
場
合
は
、
休
日
明
け
を
無
料
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
建
設
水
道
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
7
5
1
2

◆
日

時

６
月
7
日
㈫
～
10
日
㈮
の
４
日
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
場

所

札
幌
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
（
札
幌
市
白

石
区
南
郷
通
６
丁
目
北
２

－

１
）

◆
資

格

消
防
法
施
行
規
則
第
４
条
の
２
の
４
第

４
項
に
規
定
す
る
受
講
資
格
を
お
持
ち

の
方

◆
定

員　

50
人

◆
受
付
期
間

40

まちのおしらせ

こ
の
ほ
か
、道
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
受
験
資
格

乙
種
、
丙
種
は
制
限
な
し
。
甲
種
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

４
月
18
日
㈪
～
27
日
㈬

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

生
活
安
全
課

　

☎
�
０
１
５
０

◆
試
験
日　

６
月
5
日
㈰

◆
場
所
・
試
験
種
類

･
札
幌
市　

甲
種
、
乙
種

こ
の
ほ
か
、道
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
受
験
資
格

乙
種
は
制
限
な
し
。
甲
種
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

４
月
18
日
㈪
～
27
日
㈬

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０
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infomation ４

　栗山町・長沼町・由仁町在住の就職希望者を対象に、
ハローワーク職員による職業相談を毎月 1 回行います。
当日会場にお越しください。※申し込み不要

　■日　時　 毎月第 2 木曜日　午後 1 時～ 3 時 30 分

　■場　所　 栗山町勤労者福祉センター（中央 3）

3 町職業相談を行います

講
　
　
習

防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
講
習

閲覧者氏名 閲覧事由（利用目的）概要 閲覧年月日 閲覧した住民の範囲

自衛隊札幌地方協力本部長 自衛官募集（自衛隊法に基づく） 平成 22 年 5 月 20 日 栗山町全域の平成 4 年 4 月 2 日～
平成 5 年 4 月 1 日生まれの男性　63 人

㈱地域情報研究所
発注者　北海道知事室広報広聴課

北海道より委託された「平成 22 年度道民意識調
査 2」の業務遂行に必要な調査対象者の抽出 平成 22 年 6 月 3 日 栗山町角田地区の

満 20 歳以上の個人　　　11 人

㈱日本リサーチセンター
発注者　内閣府大臣官房政府広報室

内閣府より委託された「介護保険制度に関する世
論調査」の業務遂行に必要な調査対象者の抽出 平成 22 年 9 月 2 日 栗山町継立、日出、富士地区の

満 20 歳以上の個人　　　16 人

自衛隊札幌地方協力本部長 自衛官募集（自衛隊法に基づく） 平成 22 年 10 月 21 日 栗山町全域の平成 7 年 4 月 2 日
～平成 8 年 4 月 1 日生まれの男性　56 人

　住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況の公表　　　　　　　■問い合わせ　町住民福祉課住民保険グループ　☎� 7509

試
　
　
験

町
営
バ
ス
無
料
の
日

国
税
専
門
官
採
用
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

消
防
設
備
士
試
験

◆
日
時
・
場
所

　
4
月
15
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
20

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

　

無　

料　
（
定
員
9
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

◆
日

時

4
月
8
日
㈮
、
22
日
㈮
、
5
月
13
日
㈮
、

27
日
㈮
、
6
月
10
日
㈮
、
24
日
㈮

※
要
事
前
予
約

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
税
務
署

☎
０
１
２
６
（
2
2
）
0
8
1
0

　

夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
の
急
な
病
気

や
け
が
、
誤
飲
な
ど
の
際
に
、
皆
さ
ん

か
ら
の
電
話
に
よ
る
相
談
に
対
し
、
選

任
の
看
護
師
や
小
児
科
医
師
が
助
言
を

行
い
ま
す
。

◆
相
談
の
日
時

年
中
無
休
（
午
後
7
時
～
11
時
）

◆
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
1
（
2
3
2
）
1
5
9
9

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所　

保
健
福
祉
企
画
課

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
0
1
0
3

◆
日
時
・
場
所

・
4
月
21
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

4
月
20
日
㈬
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所 

子
ど
も
・
保
健
推
進
課

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

相  
  

談

譲
渡
所
得
・
相
続
税
・
贈
与

税
の
個
別
相
談

心
の
健
康
相
談

無
料
法
律
相
談

小
児
救
急
電
話
相
談

■ 問 い 合 わ せ 　 　 町 く り や ま ブ ラ ン ド 推 進 室 　 ☎ � 7 5 1 6

求人情報は、役場および町ホームページで閲覧ができます。
　閲覧場所　町役場旧庁舎 1 階ロビー
町ホームページ　トップページ＞産業・建設＞雇用＞ハローワーク求人情報
http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp
　情報範囲　ハローワーク夕張・岩見沢・江別・千歳管内
※求人情報掲載後、採用が決まり募集を終了している場合がありますのでご了承ください。

4 月14 日木
■時間　午後 1 時～ 3 時 30 分
■場所　栗山町勤労者福祉センター

毎月開催！
4 月は・・



祉
事
業
へ
◇
山
下
テ
ル
子
さ
ん
（
御
園
）

よ
り
夫
の
逝
去
に
際
し
て
◇
松
川
未
樹

フ
ァ
ン
の
集
い
（
松
本
泰
幸
代
表
）
よ
り

社
会
福
祉
事
業
へ

【
物　

品
】

◇
日
本
生
命
保
険
栗
山
営
業
所
◇
エ
ス
ケ

イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花
薬
局
栗
山

店
◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
局
◇
え
ち

ご
や
◇
㈲
あ
け
ぼ
の
ス
ト
ア
ー
◇
小
林
酒

造
㈱

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
三
浦
英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）
◇
山
下
テ

ル
子
さ
ん（
御
園
）◇
太
田
欣
仁
さ
ん（
松

風
2
）
◇
西
岡
マ
サ
子
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
卜
部
澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）

　◆
活
動
日
時

毎
週
水
・
金
曜
日　

午
後
7
時
～
9
時

◆
活
動
場
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
対
　
　
象

　

小
学
1
年
生
よ
り
ど
な
た
で
も
可

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
み
の
り
太
鼓　

原

　

☎
�
6
1
7
8

　

栗
小
お
話
し
会
で
は
、
栗
山
小
学
校

の
各
教
室
で
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て

い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
い
る
・
い
な
い
、

性
別
、
年
齢
な
ど
関
係
な
く
、
ど
な
た

◆
仕
組
み

①
農
作
業
季
節
パ
ー
ト
と
し
て
働
き
た
い

方
、
雇
い
た
い
方
を
公
社
で
登
録

②
雇
い
た
い
方
は
公
社
で
登
録
書
を
閲
覧

③
作
業
条
件
に
合
う
パ
ー
ト
希
望
者
へ
連

絡
→
相
互
で
契
約
成
立

◆
登
録
期
間　

４
月
上
旬
～
11
月
上
旬

※
応
募
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
勤
務
場
所

町
内
一
円
の
農
家
・
農
業
生
産
法
人

◆
作
業
内
容

田
植
え
作
業
、
畑
や
ハ
ウ
ス
内
で
の
収

穫
・
選
別
作
業
な
ど

◆
賃
金
・
勤
務
条
件

勤
務
内
容
な
ど
は
雇
用
者
と
の
相
談
と

な
り
ま
す
。

◆
登
録
先
・
問
い
合
わ
せ

㈶
栗
山
町
農
業
振
興
公
社

☎
�
２
５
０
０

※
電
話
連
絡
の
上
、
公
社
事
務
局
（
役
場

新
庁
舎
３
階
）ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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infomation ４

【
2
月
16
日
～
3
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

山
田
留
吉 

79 

2/19 

本

人

水
上
竜
介 

32 

2/20 

本

人

笹
田
鉄
太
郎 

79 

2/20 

本

人

洙
田
ト
ミ
子 

91 

2/21 

本

人

木
本
一
孝 

84 

2/22 

富

雄

西
股
ヤ
ス
ヱ 

103 

2/23 

喜
久
代

日
置
菊
枝 

76 

2/24 

本

人

諸
橋
享
三 

92 

3/1 

本

人

山
下
勇
作 

80 

3/1 

本

人

川
野
ミ
サ 

80 

3/4 

喜
代
志

廣
瀬
ヒ
サ 

87 

3/5 

本

人

今
川
正
和 

80 

3/9 

本

人

岡
田
友
江 

89 

3/11 

本

人

加
藤
ミ
ユ
キ 
80 

3/12 

捨

松

杉
岡
百
合
子 
79 

3/13 

良

一

【
2
月
16
日
～
3
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

大
田
真ま

な奈 

2/9

矢
野
心み

ゆ結 

2/15

三
浦
詩し

い
な菜 

2/17

能
代
幸ゆ

き

の

妃
乃 

2/18

山
田
彩さ
あ
や絢 

2/18

沼
田
雪ゆ
き
な那 

2/21

岩
花
は
つ
ね 

2/25

菊
田
小こ
い
と愛 

2/28

加
藤
咲さ

あ
や絢 

3/1

塩
谷
美み

あ亜 

3/5

貴

志

由
美
子

忠

憲

恵

理

洋

祐

亜
佐
美

乃

輔

紗

眸

晃

博

美

穂

政

則

綾

子

智

浩

ま
な
み

常

也

由

花

大

典

麻
衣
子

康

洋

真
由
美

朝
日
３

湯

地

角

田

朝
日
３

朝
日
４

松
風
４

南
学
田

継

立

松
風
２

中
央
3

滝

下

松
風
４

富

士

松
風
３

中

里

鳩

山

松
風
４

中
央
４

御

園

北
学
田

錦

３

朝
日
３

中
央
２

錦

３

松
風
３

お
く
や
み

お
め
で
た

募
　
　
集

【
金
一
封
】

◇
月
輪
淳
裕
さ
ん
（
角
田
）
よ
り
教
育
寄

付
金（
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境

ハ
ウ
ス
支
援
事
業
）と
し
て

【
物　

品
】

◇
た
か
は
し
ダ
リ
ア

【
金
一
封
】

◇
藤
田
憲
雄
さ
ん
（
湯
地
）
よ
り
妻
の
逝

去
に
際
し
て
◇
後
藤
忠
弘
さ
ん
（
中
央

2
）
よ
り
父
の
逝
去
に
際
し
て
◇
月
輪
淳

裕
さ
ん
（
角
田
）
よ
り
社
会
福
祉
事
業
へ

◇
青
木
一
夫
さ
ん
（
杵
臼
）
よ
り
社
会
福

ご  

厚  

意

　
　
町
　
へ

　
　
泉
徳
苑
へ

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
く
り
の
さ
と
へ

勤労者福祉センターご利用の方が、お
手持ちのパソコンなどから無料でイン
ターネット接続ができる無線アクセスポ
イントを設置しています。

□注意事項
・本サービスは勤労者福祉センターをご

利用の方が使用することができます。
・無線 LAN ができるパソコンをご用意く

ださい。
・利用にあたっては「不正アクセス行為

の禁止等に関する法律」を遵守願いま
す。

※なお、本サービスの利用によって生じ
たあらゆる損害について、勤労者福祉
センターは一切の責任を負いません。

【問い合わせ】
勤労者福祉センター指定管理者
　栗山地区連合会　☎� 2529

好評

実施中 ラ　ン

【
金
一
封
】

◇
国
田
家
子
供
御
一
同
◇
国
田
春
江
さ
ん

（
御
園
）

【
物　

品
】

◇
小
林
酒
造
株
㈱
（
小
林
米
孝
社
長
）
◇

Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
婦
人
部（
高
畑
春
代
部
長
）

◇
長
尾
康
博
さ
ん
（
富
士
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
佐
藤
倶
子
会
長
）
◇
天

理
教
青
年
部
（
富
山
友
一
部
長
）

農
作
業
季
節
パ
ー
ト
登
録

本
の
読
み
聞
か
せ
し
ま
せ
ん
か

栗
山
み
の
り
太
鼓

打
ち
手
メ
ン
バ
ー
募
集

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
冠
婚
葬
祭
の
際

に
、
手
軽
に
和
装
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
と
、
昭
和
30
年
代
に
町
内
有
志

に
よ
り
婚
礼
衣
裳
な
ど
の
貸
出
事
業

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

利
用
者
も
年
々
増
え
昭
和
57
年
か
ら

は
新
た
な
運
営
協
力
者
を
募
り
「
栗

山
町
婚
礼
衣
裳
会
」
と
し
て
本
格
的

な
貸
出
事
業
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
多
く
の
運

営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
、
50

年
有
余
の
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代
の
変へ

ん
せ
ん遷

と

と
も
に
、
利
用
者
も
年
々
減
少
し
、

会
と
し
て
引
き
続
き
活
動
を
行
う
こ

と
が
困
難
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
3
月
31
日

を
も
っ
て
活
動
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

長
き
に
わ
た
り
支
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
と
お

礼
の
気
持
ち
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

運
営
代
表　
　

服
部　

麻　

子

　

貸
出
取
扱
者　
　

吉
田　

ハ
ル
ヱ

　

会　
　
　

計　
　

新
田　

美
智
子

　
　
　
　
　
　
　
　

篠
原　

修　

子

栗
山
町
婚
礼
衣
裳
会
を

3
月
31
日
に
解
散
し
ま
し
た

行 政 相 談 の 日

■行政相談委員
窪　統央　氏
松風 2 ☎� 2779

行政相談委員は、役場と皆さんのパイ
プ役です。皆さんから年金、登記、道路、
河川、窓口サービスなど役所の業務につ
いての要望、意見をお聞きして改善を図
ります。お気軽にご相談ください。秘密
は守ります。

■相談日
　相談日╱毎週第 2 月曜日
　時　間╱ 10：00 ～ 12：00
　場　所╱カルチャープラザ「Eki」
　相談料╱無料

【問い合わせ】
町総務課広報・情報Ｇ ☎� 7501

毎月
  第 2 月曜日は

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
っ
た
く
経
験
の
な
い
方
で

も
経
験
者
と
グ
ル
ー
プ
で
教
室
に
入
る

よ
う
に
し
ま
す
の
で
心
配
い
り
ま
せ

ん
。
一
緒
に
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま

せ
ん
か
。

◆
活
動
時
間

週
1
回　

午
前
8
時
15
分
～
30
分
（
15
分

間
）
※
毎
週
が
無
理
な
方
で
も
参
加
可

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
小
お
話
会　

代
表　

藤
森

　

☎
�
2
2
4
7
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新しい太鼓で練習＊みのり太鼓

昨年の９月に設立４０周年を迎えた栗山みのり太鼓（石田
利光会長）が、財団法人日本教育公務員弘済会北海道支

部より、平成２２年度研究助成事業（奨励給付金）に選ばれ、
附
つけ

締
じめ

太鼓２張を購入しました。これは、同財団が子どもたちの
育成支援に寄与する団体などに助成しているもので、同会が
４０年もの間、伝統芸能を継承し続け、芸術文化に有益な活動
を行っていることが高く評価され選出されたものです。太田楓
雅（ふうが）くんは「新しい太鼓で練習できて嬉しいです。」と嬉
しそうに話していました。　　　　　　　　　  （２月２８日）

全道大会でも健闘＊全道かるた大会

北海道子どもかるた大会が、札幌市定山渓ビューホテルで行
われ、全道各地の強豪６４チームが参加しました。栗山町

からは、角田子ども会チームが小学生・中学生の部で空知代表
としてそれぞれ出場し、小学生の部では初戦を突破し２回戦に
進みました。中学生の部では惜しくも江差町チームに敗れまし
たが準々決勝まで勝ち上がる健闘をみせました。（２月２７日）

自治基本条例はなぜ必要か＊地方自治講座

地域の課題解決に向けた専門講座「くりやま地域大学」事
業の一環として、地方自治講座が開講されました。各回多

彩な講師を迎え、第１回目は、前岐阜県多治見市長の西寺雅也
氏が、愛知県名古屋市の出直し選挙など近年課題とされている
首長と議会との関係について解説しました。その他、住民投票に
より総合文化ホール建設の是非を決めた長野県佐久市役所の
飯島雅則氏、全国で初めて自治基本条例を策定したニセコ町役
場の福村一広氏がそれぞれ講師を務め、栗山町の自治を考える
きっかけとなる講座となりました。（２月１５日、２２日、３月１日）

輝け栗っ子＊児童生徒表彰式

町内の子供たちを褒め称える「輝け栗っ子 栗山町児童生
徒表彰」が、総合福祉センター「しゃるる」で行われまし

た。体育賞・学芸賞・奉仕賞など今年は８１人の小中学生が受賞
し、表彰状とメダルが贈られました。岩田美春副町長は「栗っ
子が、いろいろな分野で活躍し、輝いていることを心から嬉しく
感じています。これからも栗っ子は素晴らしいと言われるよう
に頑張ってください」と挨拶しました。平成１２年から始まった
児童生徒表彰も今年で１１回目。今回を含めて６０５人の栗っ子
が表彰を受けています。　　　　　　　　　　  （３月２３日）

少年団名 活動場所 対象学年 申込先・問い合わせ

剣 道 少 年 団 スポーツセンター 幼 児 ～ 中 学 ３ 年 立花　　翔　☎７２‐６ １ ６ １（スポーツセンター）

柔 道 少 年 団 スポーツセンター 幼 児 ～ 中 学 ３ 年 佐藤　裕介　☎７２‐１ １ １ １（栗山町役場）

卓 球 少 年 団 スポーツセンター 小学４年～小学６年 森　　英幸　☎７２‐１ １ １ １（栗山町役場）

バ ド ミ ン ト ン 少 年 団 スポーツセンター 小学２年～小学６年 今年度の募集は終了しました｡

継 立 野 球 少 年 団 継立小グラウンド 小学２年～小学６年 継立小学校　☎76-３ １ ５ １

角 田 野 球 少 年 団 角田小グラウンド 小学２年～小学６年 伏田　祐和　☎７２‐０５ １９（角田小学校）

栗 山 野 球 少 年 団 栗山小グラウンド 小学１年～小学６年 高松　　徹　☎７２‐０ １５０（南空知消防組合消防署）

サ ッ カ ー 少 年 団 栗 夢 広 場 ほ か 幼 児 ～ 中 学 ３ 年 松田　孝之　☎７２‐１ １ １ １（栗山町役場）

バレーボール少年団 栗 山 小 体 育 館 小学３年～中学３年（女子） 神谷　民枝　☎７２‐１ １ ７ ９（栗山小学校）

バスケットボール少年団 スポーツセンター 小学２年～小学６年 中野　和広　☎７２‐１ １ １ １（栗山町役場）

　栗山町では８種目、１０団体のスポーツ少年団が活動しています。
スポーツ少年団活動では、子どもたちがスポーツを通し生活の中で楽
しむ習慣を身に付け、基礎的な運動能力と健康なからだをつくり、ス
ポーツを通じ喜びや楽しさを体験することを目的としています。各ス
ポーツ少年団では、４月から新入団の団員を募集しています。

栗山町スポーツ少年団 団員募集

学校名 開催日 時間 対象
栗山中学校
☎７２－０２６９ ４月１５日㈮ ８：４０～１４：１５ 全学年

継立中学校
☎７５－２０２４ ４月１８日㈪ １２：０５～１３：０５ 全学年

角田小学校
☎７２－０５１９ ５月１３日㈮ １０：３０～１２：０５ 全学年

　「開かれた学校づくり」を目指し、地域との連携を
深めることを目的として、町内の各小中学校の授業

を皆さんに公開する「地
域公開授業参観」を実施
します。自由に授業を参
観できますので栗っ子が
学習している姿をどうぞ
ご覧ください。

地域公開授業参観日【４月～５月】

【期 間】５月～１１月（年間約６回）
【内 容】視聴覚教育・交通安全教室・研修視察・

学校祭・講演会ほか
【対 象】６０歳以上の町内在住者
【申込方法】各地区の老人クラブに申し込み

※町内会、自治会に老人クラブのない地域の方は、
　教育委員会へお申し込みください。（電話申し込み可）

【申込先・問い合わせ】
教育委員会社会教育グループ　 ☎７２ １ー１１７
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楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
！

皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日　
　

時

　

4
月
２
日
㈯　

午
前
11
時
～　

■
場　
　

所

　

栗
山
町
図
書
館
（
中
央
3
）

■
対　
　

象

　

幼
児
～
小
学
生
低
学
年

■
入
場
料　

無
料

■
内　
　

容

　

・
手
遊
び　

「
た
ん
ぽ
ぽ
は
い
そ
が
し
い
」

　

・
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う

「
か
み
ふ
う
せ
ん
」

　

・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

　
　
「
ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん
の
い
い
な
い
い
な
」

　

・
絵
本

「
は
じ
め
ま
し
て
」

「
こ
ろ
こ
ろ
こ
ろ
」

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
栗
の
子
」

　

小
原　

富
佐
子　

☎
�
1
6
4
8

次回は・・
５月１４日㈯
１１：００～

図書館

　公園球場、町民球場、運動公園、テニスコート、
ふじスポーツ広場、総合グラウンドなどの屋外ス
ポーツ施設が一斉にオープンします。
※雪解けなどの影響で延期する場合があります。

【問い合わせ】
体育施設指定管理者
スイテック・グループ共同事業体
スポーツセンター　☎ 72-6161

　栗山ダムパークゴルフコース・御園パークゴル
フコースのシーズン券を販売します。

【販売場所】
スポーツセンター　　４月１１日㈪～１７日㈰
クリーンセンター㈱　４月１８日㈪～（土日祝日は休日）

【購入方法】　
今年撮影した顔写真（縦３㎝・横 2.5㎝免許証サ
イズ）・身分証明書（本人が確認できるもの）・代
金（高校生以上 15,000 円）を持参してください。

【問い合わせ】
栗山町指定管理者
クリーンセンター　㈱　☎ 73-3200
ホームページ　http://www.kuriyama-p.com/

スポーツセンターは、４月も月曜日を開館します。

【日　時】４月２４日㈰  ９：００～１２：００
【場　所】ハサンベツ里山センター
【内　容】

環境省から指定委託された「日本の里山モニタ
リング調査地」のハサンベツ地区でのエゾアカ
ガエルとエゾサンショウウオの産卵調査です。
昨年はカエル、サンショウウオとも１０００卵
塊以上みつかりました。春一番の里山の息吹を
感じてみませんか。

【持ち物】軍手・長靴・防寒具
【主　催】ハサンベツ里山計画実行委員会

【申込先・問い合わせ】いきものの里ふれあいプラザ　☎７２－３０００

就
学
に
必
要
な
経
費
を

援
助
し
ま
す

　

小
中
学
校
に
通
う
お
子
さ
ん
が
い
る
ご

家
庭
に
対
し
、
就
学
に
必
要
な
経
費
の
一

部
を
援
助
す
る
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆
対　

象

生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
経
済
的
に
不
安
定

で
援
助
が
必
要
な
世
帯

※
一
定
の
基
準
（
世
帯
の
収
入
状
況
な
ど
）

が
あ
り
審
査
の
結
果
、
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
援
助
内
容

学
校
給
食
費
・
学
用
品
費
・
通
学
用
品
費
・

通
学
費
・
校
外
活
動
費
・
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
・
修
学
旅
行
費
・
体
育
実
技

用
具
費
（
ス
キ
ー
）・
医
療
費
・
ク
ラ
ブ
活

動
費
・
生
徒
会
費
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費

※
生
活
保
護
世
帯
は
修
学
旅
行
費
・
医
療
費

　

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
申
請
方
法

４
月
中
旬
に
学
校
を
通
じ
て
配
付
す
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
世
帯
の
場
合
は
申
請
手
続
き
は

　

不
要
で
す
。

◆
申
請
期
限　

５
月
16
日
㈪

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
1
1
1
7

　ファーブルの森観察飼育舎では、春の女神と呼ばれ

る「ヒメギフチョウ」が観察できます。この時期しか
見ることのできない優雅な舞を、ぜひご覧ください。
　なお、国蝶オオムラサキの見ごろは７月中旬から８
月上旬の予定です。

【開館期間】４月２９日～１０月３１日

【開館時間】10：00 ～ 16：00

【休 館 日】火曜日・祝日の翌日

【問い合わせ】

  ファーブルの森観察飼育舎　☎ 72-7749

　ふれあいプラザでは、野鳥の観察ができるほか、様々

な生物を飼育しています。また、四季折々の自然情報

の発信や、自然や環境にかかわる観察会・講演会など

の催しを開催します。

【開館時間】10：00 ～ 18：00

【休 館 日】火曜日・祝日の翌日

【問い合わせ】

いきものの里ふれあいプラザ

（栗山自然情報館） ☎ 72-3000

４月５日㈫～５月８日㈰
■場　所　栗山町図書館
■内　容
逆井辰一郎・高橋揆一郎・佐々木譲・今野敏な
ど、　空知出身者の小説を展示・貸出をします。

４月２３日㈯ 11:00 ～
■場　所　栗山町図書館視聴覚室
■内　容
　クイズやあそび、ものがたりが楽しめる。
　参加者にはプレゼントがあります。

【問い合わせ】　栗山町図書館　　☎ 72-6055

特集コーナー　一般向け

栗
山
町
開
拓
記
念
館

広
報
「
ア
ノ
ロ
」
縮
刷
版
発
売
中

　

栗
山
町
開
拓
記
念
館
20
周
年
を
記
念
し
、

第
１
号（
平
成
元
年
９
月
）か
ら
第
70
号（
平

成
21
年
７
月
）
ま
で
の
館
報
ア
ノ
ロ
を
１

冊
に
ま
と
め
た
「
広
報
ア
ノ
ロ 

縮
刷
版
」

（
平
成
22
年
３
月
発
行
）
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
栗
山
の
歴
史
を
綴
っ
た
貴
重
な
資
料

で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
。

◆
価　

格　
　

５
０
０
円

◆
販
売
場
所

　

開
拓
記
念
館

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
1
1
1
7

栗
山
少
年
少
女
合
唱
団

団
員
募
集

　

発
声
の
基
本
か
ら
丁
寧
に
楽
し
く
指
導
し

ま
す
。
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
仲
の
良
さ
も

自
慢
で
す
。一
緒
に
楽
し
く
歌
い
ま
せ
ん
か
。

気
軽
に
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時

　

毎
週
土
曜
日　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
会　

場

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

※
４
月
２
日
㈯
は
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ

　

る
る
」
で
行
い
ま
す
。

◆
対　

象

　

小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生

◆
問
い
合
わ
せ

　

高
松　

☎
�
7
6
5
8

おはなしクイズ大会

「空知の作家たち」

特集コーナー　子ども向け

「１年生」
４月１日㈮～４月２２日㈮
■場　所　栗山町図書館
■内　容
　「ゆっくりにっこり」など、１年生を主人公に
　したわくわくドキドキの絵本を紹介します。

日



48

「広報くりやま」VOL.1219

平成23年4月1日

■発　行／栗山町

　〒 069-1512

　北海道夕張郡栗山町松風3丁目252番地

　Tel  0123-73-7501　Fax 0123-72-3179

　ホームページアドレス

　http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

　E-mail 

　kouhoujouhou-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

■編　集／総務課広報・情報グループ

　　　　　栗山町教育委員会

■印　刷／山東印刷株式会社

▼
家
庭
教
育
講
演
会
で
子
ど
も
の
育
て
方
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
家
庭
生
活
や
小
さ
い
頃
か
ら
の
育
て

方
に
よ
り
子
ど
も
が
変
わ
っ
て
く
る
と
聞
き
、
子
ど

も
の
生
活
に
つ
い
て
は
日
々
、
妻
に
ま
か
せ
っ
き
り

で
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
よ

う
子
ど
も
と
向
き
合
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
太
田
）

▼
若
い
こ
ろ
、
オ
ー
ト
バ
イ
で
東
北
を
旅
し
ま
し

た
。
宮
城
県
の
港
町
で
泊
る
所
が
な
く
て
困
っ
て
い

る
と
、
土
産
物
屋
の
お
じ
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
見
る
限
り
、
そ
の
付

近
は
、
大
地
震
で
お
き
た
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
た
よ

う
で
す
。
お
じ
さ
ん
が
何
回
も
私
に
か
け
た
「
頑
張

れ
よ
」の
言
葉
を
思
い
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。（
渡
辺
）

▼
２
カ
月
余
り
、
研
修
の
た
め
上
京
し
て
い
ま
し

た
。
あ
の
大
地
震
の
揺
れ
も
東
京
で
体
験
し
、
今
ま

で
感
じ
た
こ
と
の
な
い
揺
れ
に
、
全
国
各
地
か
ら

来
て
い
た
研
修
生
は
、
震
源
地
は
ど
こ
だ
！
と
顔

色
を
変
え
、
地
元
へ
の
連
絡
を
取
り
続
け
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
る
津
波
の
怖
ろ
し
さ
…
そ

し
て
原
発
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
町
か
ら
支
援
物
資
が
送
ら
れ
、

義
捐
金
の
受
付
も
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
支
援
の

輪
が
広
が
っ
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。（
中
野
）

編
集
後
記

パフ・ファミリーの

カルチャープラザ運営実行委員会（平野昭雄実行委員長）主催のパフ・ファミリー
「イキイキわくわく音楽会」が 3月 20 日が開かれました。子どもたちが大好きな
アニメや、保護者も楽しめるテレビドラマの主題歌などがおもしろおかしく演奏
され、一緒に歌ったり踊ったりして楽しみました。


